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今週のキーワード

量子実用化加速
米国政策とエラー訂正が牽引、日本も存在感

15
件

記事数

10
カ国

対象国

126億
ドル

年間投資額

2030年末
PQC移行期限

今週の全15記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 米、耐障害性QC開発 国家戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
米国政府が2028年までの耐障害性量子コンピュータ
ー開発と国家戦略加速を発表、業界に大きな影響。

#02 米、PQC移行期限設定 政策/市場
危機

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

米国政府がPQC移行期限を2030/2031年末に設定、
サプライチェーン全体に影響。

#03
IBM、論理量子ビット
保持率向上

技術進展
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
シドニー大とIBMが論理量子ビット保持率96%達成、
エラー訂正アーキテクチャ再設計でFTQCに前進。

#04
Alice &
Bob、キャットQC発表

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Alice & Bobが初の商用キャット量子ビットシステム
発表、エラー訂正をハードウェア統合しFTQCに貢献
。

#05
QuEra、耐障害性QCロ
ードマップ

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
QuEra Computingが2028年までに数百論理量子ビッ
ト達成の耐障害性ロードマップを公開。

#06
IQM、エラー訂正ブレ
ークスルー

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

IQMが新エラー訂正コードで量子ビットオーバーヘッ
ドを1,000分の1に削減、FTQC実現を加速。

#07
Google、表面コード実
証

技術進展
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
GoogleがWillowプロセッサーで表面コードによる論
理エラー率の指数関数的抑制を実証。

#08
QST、量子通信で高鍵
レート

技術進展
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
QSTがフリースペース量子通信で検出器ノイズ下270
kbps鍵レート達成、都市圏QKDに前進。

#09
ヘルスケア量子応用拡
大

応用事例
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
量子コンピューティングのヘルスケア・ライフサイエ
ンス応用が拡大、Modernaなどが先行。

#10
SpinQ、現実的ユース
ケース

解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
SpinQが量子コンピューティングの現実的ユースケー
スとして研究・教育・アルゴリズム開発を強調。

#11
NC State、QMLワーク
ショップ

教育/応用
事例

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

NC State大が量子機械学習ワークショップ開催、材料
・化学・医薬品分野の課題解決を探求。

#12
Zapata/NVIDIA、ベ
ンチマーク提携

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Zapata QuantumとNVIDIAが量子ベンチマーク大規
模化で提携、量子化学分野のボトルネック解消へ。

#13
arXiv、量子MLアドバ
ンテージ

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
arXivプレプリントが量子機械学習で「実用的な量子
アドバンテージ」の新たな基盤を提示。

#14
arXiv、GBS古典シミ
ュレート

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○

arXivプレプリントがグラフ上のGBSを多項式時間で
古典シミュレート可能と報告、量子優位性の再評価へ
。

#15
Atom
Computing、資金調達

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Atom ComputingがNVIDIA参加でシリーズC資金調
達完了、論理エラー訂正とMicrosoft協業を加速。

#16
D-Wave、エラー認識
シミュレーター

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
D-Waveがエラー認識プログラミング向けゲートモデ
ル量子シミュレーター発表、量子アプリ開発を加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17
IonQ、アプリレベルベ
ンチマーク

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
IonQがアプリケーションレベルのベンチマーク発表、
量子AIにおけるエネルギー効率の重要性を強調。

#18
Forbes、新コンピュー
ティングエコ

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
ForbesがAI・量子・生物・化学融合の「新たなコンピ
ューティングエコシステム」出現を解説。

#19
欧州、量子パートナー
シップ公募

政策
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
欧州委員会が将来の量子パートナーシップ構築に向け
意見公募開始、欧州量子エコシステム強化へ。

#20
米、PQC移行期限前倒
し

政策/市場
危機

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

米国政府がPQC移行期限を2030/2031年末に前倒し
設定、サプライチェーン全体に影響。

#21
IQM、誤り訂正ブレー
クスルー

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

IQMが新エラー訂正コードで論理エラー率を1,000分
の1に削減、2030年FTQC実現へ。

#22
Qubic、量子信号増幅
器商業化

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Qubicが量子信号増幅器商業化へ250万ドル調達、極
低温増幅器と量子センシングプラットフォーム開発加
速。

#23
日米英、量子耐性AIプ
ラットフォーム

新製品/企
業戦略

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

EAGLYS、三井物産、Quantinuumが量子耐性データ
分析AIプラットフォームを共同構築、量子鍵でセキュ
リティ強化。

#24
SCI、創薬量子シミュ
強調

市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

SCIレポートが創薬における量子シミュレーションを
「世界を変える」ブレークスルーと強調、市場価値倍
増。

#25
米NSF、量子仮想研究
所選定

政策/資金
調達

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

米国NSFが国家量子仮想研究所設計コンペで5チーム
選定、2,000万ドル授与し量子技術開発加速。

#26 IBM、100億ドル投資 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

IBMが量子コンピューティングに100億ドル投資、20
29年までに耐障害性量子コンピューター「Starling」
計画。

#27
OSU、分散型量子セン
シング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
オハイオ州立大がNSFから400万ドル助成金、分散型
エンタングルメント量子センシングを推進。

#28
PitchBook、量子投資
加速

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

PitchBookレポート、2025年に量子コンピューティン
グ企業が過去最高の39億ドル調達、投資加速。

#29
SandboxAQ、PQC移
行支持

政策/市場
危機

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

SandboxAQが米PQC移行大統領令を支持、国家安全
保障の必須事項として導入加速へ。

#30
Quantinuum/HPE、量
子-HPC統合

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
QuantinuumとHPEが量子-HPC統合で提携、ハイブ
リッド量子古典ソリューションで産業発見加速。

#31
ロスアラモス、時間の
逆流観測

基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
ロスアラモス研が量子制御プロトコルで「時間の逆流
」現象観測、量子系からのエネルギー抽出へ期待。

#32
欧州、量子技術標準化
に資金

政策
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
欧州委員会が量子技術標準化に100万ユーロ拠出、Ho
rizon Europeで相互運用性向上を目指す。

#33
イェール大、エラー訂
正加速

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

イェール大ERASEプロジェクトがNSFから400万ドル
助成金獲得、「消去フラグ」量子ビットでエラー訂正
加速。

#34
米、2028年QCブレー
クスルー

国家戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
米国政府が2028年までに科学的量子コンピューター
達成目標、国防・エネルギー省に配備計画指示。

#35
英国、量子技術に20億
ポンド

政策
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
英国が量子技術に最大20億ポンド投資、うち10億ポ
ンドを大型量子コンピューター調達に充当。

#36
Infleqtion、量子宇宙
イニシアチブ

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
Infleqtionが「米量子宇宙イニシアチブ」立ち上げ、
量子センシング・通信など宇宙インフラ開発加速。

#37
Quantum X
Labs、臨床試験AI

新製品/応
用事例

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Quantum X Labsが臨床試験データ分析用「CliniQua
ntum」と量子誤り訂正デコーダ統合プログラム発表
。

#38
IQMレポート、量子投
資急増

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

IQMレポート、2025年の量子コンピューティング投
資額が83億ドルに急増、先行企業が優位性確立。

#39
VivaTech、量子投資1
26億ドル

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

VivaTech 2026パネル、量子産業への年間投資が126
億ドルへ3.6倍増、早期ビジネス価値創出に焦点。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#40
Quantum USA
2026開催

政策/市場
概観

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

「Quantum USA 2026」開催、米国の量子リーダー
シップと商業化戦略を討議。

#41
量子アニーラー応用イ
ベント

応用事例
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
量子アニーラーを活用したビジネス向け最適化ソリュ
ーションの現在と未来に関するイベント開催。

#42
Atom
Computing、資金調達

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Atom ComputingがシリーズCで1億ドル調達、米商
務省から追加1億ドル意向書獲得し量子開発加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PQC移行の期限は、あなたの会社のサプライチェーンに影響するか？
米国政府は2030年末までに主要鍵確立、2031年末までにデジタル署名の耐量子暗号（PQC）への移行を義務付けました
。これは連邦政府機関だけでなく、契約企業にも適用されます。自社の製品やサービスが米国の政府機関や関連企業に提
供されている場合、この期限までにPQC対応が必須となります。サプライチェーン全体での対応状況を早急に確認し、必
要な対策を講じる必要があります。

❷ 量子エラー訂正のブレークスルーは、自社の量子コンピューティング戦略を加速させるか？
IQMが量子ビットオーバーヘッドを1,000分の1に削減する新エラー訂正コードを発表し、IBMも論理量子ビット保持率96
%を達成するなど、耐障害性量子コンピューティング（FTQC）実現に向けた技術的進展が加速しています。これらのブ
レークスルーは、FTQCの実現時期を早め、より大規模な量子計算を可能にするでしょう。自社のR&D;部門は、これらの
最新技術をどのように評価し、自社の量子コンピューティング戦略や材料開発、シミュレーション計画に組み込むべきで
しょうか。

❸ 量子コンピューティングへの巨額投資は、新たなビジネス機会をもたらすか？
2025年には量子コンピューティングへの年間投資額が126億ドルに急増し、IBMも100億ドルの巨額投資を発表しました
。この資金は、ハードウェア開発だけでなく、ヘルスケア・ライフサイエンス分野での応用や量子AIプラットフォーム構
築など、多様な領域に流れています。日本の材料・部品メーカーや新製品企画担当者は、この投資の波をどのように捉え
、自社の技術や製品を量子エコシステムに組み込む新たなビジネス機会を創出できるでしょうか。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC義務化量子誤り訂正

量子投資増応用拡大

国家戦略
日本技術 量子宇宙

優位性再評価

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC義務化 注意 新規セキュリティ市場創出 既存システム改修コスト

● 量子誤り訂正 機会大 FTQC実現加速 技術競争激化

● 量子投資増 注意 関連技術開発加速 競争激化と人材流出

● 応用拡大 機会大 新規市場開拓 早期参入の遅れ
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● 国家戦略 注意 産業支援強化 国際競争激化

● 日本技術 機会大 国際競争力向上 技術流出リスク

● 量子宇宙 機会大 新規フロンティア 高コスト・高リスク

● 優位性再評価 参考 理論深化 過度な期待の修正
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深掘り ① ― 米政府、PQC移行を義務化：2030年末まで
#02 | 2026/06/23 | MeriTalk | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

米国政府は、将来の量子コンピューターによる暗号解読の脅威に備え、連邦機関に対し耐量子暗号（PQC）への移行を
義務付ける大統領令に署名しました。主要鍵確立は2030年末、デジタル署名は2031年末までにPQCへ移行する必要が
あります。この命令は、NISTが最終決定したFIPS標準に基づき、高価値資産および高インパクトシステムが対象です
。

この動きは、連邦政府だけでなく、関連する政府請負業者や重要インフラ企業にもPQC導入の圧力を高めます。PQCへ
の移行は、既存システムの広範なアップグレードと、新しいプロトコルのテスト、導入、および継続的な監視を必要と
し、サイバーセキュリティ業界全体の変革を促すでしょう。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】米国政府のPQC義務化は、日本の材料・部品メーカーにとって、量子耐性セキュリティチップ
やモジュール、関連ソフトウェアの開発・供給における巨大な市場機会を創出します。特に、既存の暗
号インフラにPQCを組み込むためのコンサルティングやシステムインテグレーションの需要が高まるで
しょう。日本企業は、NIST標準への準拠を前提とした製品開発を加速すべきです。 【脅威】一方で、
この厳格な期限設定は、日本の製造業やITサービスプロバイダーにとって、サプライチェーン全体での
PQC対応を迫る大きな脅威となります。対応が遅れれば、米国政府関連ビジネスからの排除や、国際競
争力の低下を招く可能性があります。PQCアルゴリズムの実装には、計算リソースや電力消費の増加と
いった課題も伴うため、性能と効率のバランスを考慮した設計が不可欠です。既存の暗号システムをPQ
Cに移行する際の互換性問題や、移行コストの増大も懸念されます。日本政府も同様の国家戦略を加速
しないと、国際的なセキュリティ標準から取り残されるリスクがあります。

深掘り ② ― IQM、量子ビットオーバーヘッド1/1000削減
#06 | 2026/06/23 | Stock Titan | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

IQM Quantum Computersは、新しい量子エラー訂正コード「ディレクショナルタイルコード」を開発し、論理量子
ビットの構築に必要な物理量子ビットのオーバーヘッドを最大1,000分の1に削減する画期的な成果を発表しました。こ
のコードはIQMの超電導プロセッサーにネイティブなiSWAPゲートのみを使用しており、arXivで公開されています。

従来の量子エラー訂正では、1つの論理量子ビットに数百から数千の物理量子ビットが必要でしたが、この劇的な効率
改善は、実用的な大規模耐障害性量子コンピューティング（FTQC）実現への道筋を大幅に短縮する可能性を秘めてい
ます。これにより、より経済的で現実的なFTQCシステムの構築が可能になります。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】量子ビットオーバーヘッドの1,000分の1削減は、FTQC実現のゲームチェンジャーとなり得ま
す。日本の材料メーカーにとっては、超電導量子ビットの性能向上に直結する極低温技術や、高精度な
制御回路材料、パッケージング技術への需要が加速する機会です。セルメーカー/OEMは、この効率的
なエラー訂正技術を自社システムに統合することで、より少ない物理量子ビットで高性能な量子コンピ
ューターを構築できるようになり、開発コストと時間を削減できる可能性があります。 【脅威】この技
術はまだarXiv段階であり、実デバイスでの安定した大規模な実証には課題が残ります。特に、iSWAP
ゲートの忠実度や、コードの複雑性が大規模システムでどのように影響するかは慎重に評価する必要が
あります。日本企業は、この種のブレークスルーが他社から生まれる可能性を常に意識し、自社の研究
開発投資を加速しないと、量子ハードウェア競争で後れを取る脅威に直面します。また、この技術が特
定のアーキテクチャに最適化されている場合、他の方式を採用している企業にとっては互換性や再設計
の課題が生じる可能性があります。
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深掘り ③ ― 日米英連携、量子耐性データ分析AIプラットフォーム構築
#23 | 2026/06/22 | Quantinuum / HPE | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

日本のEAGLYS、三井物産、米英のQuantinuumは、量子コンピューター攻撃からデータを保護する量子耐性データ分
析・AIプラットフォーム「DataArmor」を共同構築すると発表しました。このプラットフォームは、格子暗号に基づく
完全準同型暗号（FHE）技術と、Quantinuumの量子乱数生成技術「Quantum Origin」を統合します。

Quantum Originは、量子コンピューターが生成する真の乱数を利用して暗号鍵のセキュリティを飛躍的に向上させま
す。この連携により、機密データを暗号化したまま分析やAI処理が可能となり、金融、医療、防衛といった多様な産業
における安全なデータ活用とイノベーション加速を目指します。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】日本企業が主導するこのプラットフォームは、日本の製造業や金融機関にとって、量子脅威に
耐えうるセキュアなデータ分析・AI基盤を構築する大きな機会です。特に、機密性の高い設計データや
顧客情報を安全に共有・分析できるようになることで、共同開発やサプライチェーン最適化の新たな道
が開かれます。量子乱数生成器や格子暗号関連のハードウェア・ソフトウェア部品を開発する日本の部
品メーカーや素材メーカーには、新たな市場が生まれるでしょう。 【脅威】FHEや量子乱数生成技術は
まだ発展途上であり、実用化には計算コストや処理速度の課題が残ります。また、国際的なPQC標準化
の動向を注視し、NIST標準との整合性を確保する必要があります。この技術が普及すれば、既存の暗号
技術やデータ分析ソリューションを提供する企業は、量子耐性への対応を迫られ、競争力を失う脅威に
直面します。日本企業は、この分野での技術的リーダーシップを維持するため、継続的なR&D;投資と国
際協力が不可欠です。

その他の注目記事
IBM、量子コンピューティングに100億ドルを投資、2029年までに耐障害性量子コンピューター「IBM Quantum Starling」を計画
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

IBMの巨額投資は、量子コンピューティングのハードウェア、ソフトウェア、エコシステム全体を加速させ、2029年ま
でのFTQC実現目標は業界の大きなマイルストーンとなる。

米国DOEとホワイトハウス、2028年までの耐障害性量子コンピューター開発と国家量子戦略の加速を「Quantum Genesis」で発表
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

米国の国家戦略は、2028年という具体的な目標年を掲げ、耐障害性量子コンピューティングの開発と配備を強力に推
進。日本の量子技術開発への影響は大きい。

D-Wave、エラー認識プログラミング向けの世界初ゲートモデル量子コンピューティングシミュレーターを発表
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

D-Waveがエラー認識プログラミングに特化したシミュレーターを発表。NISQデバイスのノイズを考慮したアプリケー
ション開発を加速し、実用化へのハードルを下げる。

Alice & Bob、初の商用キャット量子ビットシステム「Helium Quantum System」を発表
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

キャット量子ビットによるハードウェアレベルのエラー訂正は、物理量子ビットのオーバーヘッドを削減し、FTQC実
現に向けた有望なアプローチとして注目される。

QuantinuumとHPEが量子-HPC統合で戦略的提携を発表、ハイブリッド量子古典ソリューションで企業向け科学・産業発見を加速
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

量子コンピューティングとHPC/AIの統合は、現在の量子デバイスの限界を補完し、実用的なハイブリッドソリューシ
ョンで産業応用を加速する現実的なアプローチ。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達/経営企画】米国政府のPQC移行義務化（#02, #20,
#29）が自社のサプライチェーンや顧客に与える影響を緊急で評価し、対応チームを招集。

• 【R&D;/経営企画】量子コンピューティングへの巨額投資（#26, #38,
#39）の動向を共有し、自社の量子技術戦略における優先順位とリソース配分を再検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】IQMのエラー訂正ブレークスルー（#06, #21）やIBMの論理量子ビット保持率向上（#
03）について、自社の量子ハードウェア開発や材料・部品技術への応用可能性を調査し、技術ロードマップへの
影響を分析。

• 【R&D;/EV設計】量子機械学習（#09, #11, #37）や量子アニーラー（#41）の材料科学、化学、医薬品分野
での応用事例を深掘りし、自社の新素材開発や最適化問題への適用可能性を検討。

• 【情報システム/セキュリティ】PQC移行に関するNIST標準（#02, #20,
#29）の詳細を調査し、自社の情報システムや製品の暗号モジュールが将来的に準拠すべき要件を特定。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】日本発の量子技術（#08, #23）の国際競争力強化に向けた投資計画を策定。特に量子通信
や量子耐性AIプラットフォームにおける協業機会を探索。

• 【R&D;/経営企画】量子コンピューティングとHPC/AIの統合（#30）や量子宇宙インフラ（#36）といった新
たなコンピューティングエコシステム（#18）の出現を見据え、自社の技術ポートフォリオと人材育成計画を再
構築。

• 【R&D;/調達】量子エラー訂正技術の進展を継続的にモニタリングし、FTQC実現に向けた材料・部品のサプラ
イヤー選定や共同開発パートナーシップの可能性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27
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収録記事一覧

#01 米国DOEとホワイトハウス、2028年までの耐障害性量子コンピューター開発と国家量子戦略の
加速を「Quantum Genesis」で発表

#02 トランプ政権、連邦機関に耐量子暗号（PQC）への移行期限を厳格に設定：主要鍵確立2030年

末、デジタル署名2031年末

#03 シドニー大学とIBM、IBM Quantum Heronで論理量子ビット保持率を96%に向上

#04 Alice & Bob、初の商用キャット量子ビットシステム「Helium Quantum System」を発表

#05 QuEra Computing、2028年までに数百、その後1,000論理量子ビット達成の耐障害性ロードマ
ップを公開

#06 IQM Quantum Computers、ディレクショナルタイルコードで量子ビットオーバーヘッドを最

大1,000分の1に削減するエラー訂正成果

#07 Google Quantum AI、Willowプロセッサーで表面コードによる論理エラー率の指数関数的抑制
を実証

#08 量子科学技術研究所、フリースペース量子通信で検出器ノイズ下でも270kbpsの鍵レートを達成

#09 ヘルスケア・ライフサイエンス分野における量子コンピューティングの応用が拡大、Modernaや

Rocheなどが先行

#10 SpinQ、量子コンピューティングの現実的ユースケースとして研究・教育・アルゴリズム開発を
強調

#11 NC State大学、量子機械学習ワークショップで材料・化学・医薬品分野の現実世界課題解決への
道筋を探求

#12 Zapata QuantumとNVIDIA、量子ベンチマークを大規模化する戦略的提携を発表

#13 arXivプレプリント、量子情報を用いた機械学習で「実用的な量子アドバンテージ」の基盤を提
示

#14 arXivプレプリント、グラフ上のガウスボソンサンプリングが多項式時間で古典シミュレート可
能と報告

#15 Atom Computing、NVIDIAのNVentures参加でシリーズC資金調達を完了し論理エラー訂正を

加速

#16 D-Wave、エラー認識プログラミング向けの世界初ゲートモデル量子コンピューティングシミュ
レーターを発表

#17 IonQがアプリケーションレベルのベンチマークを発表、量子AIにおけるエネルギー効率の重要性
を強調

#18 Forbes、AI・量子・生物・化学が融合する「新たなコンピューティングエコシステム」の出現を
解説



#19 欧州委員会、将来の量子パートナーシップ構築に向けた意見公募「Call for Evidence」を開始

#20 トランプ大統領、連邦政府機関にPQC移行期限を前倒し設定：高価値資産は2030年末までに鍵
確立、2031年末までにデジタル署名

#21 IQM Quantum Computersが「指向性タイルコード」で量子誤り訂正にブレークスルー、論理
エラー率を最大1,000分の1に削減し耐障害性量子コンピューティングを実現

#22 Qubicが量子信号増幅器の商業化に向け250万米ドルのシード資金を調達

#23 EAGLYS、三井物産、Quantinuumが量子耐性データ分析AIプラットフォームを共同構築：量子
由来の暗号鍵でデータセキュリティを強化

#24 SCIレポートが創薬における量子シミュレーションを「世界を変える」10大科学ブレークスルー
の一つとして強調

#25 米国NSFが国家量子仮想研究所設計コンペで5つの追加チームを選定、量子技術開発に2,000万ド
ルを授与

#26 IBMが量子コンピューティングに100億ドルを投資、2029年までに耐障害性量子コンピューター
「IBM Quantum Starling」を計画

#27 オハイオ州立大学主導チーム、NSFから400万ドルのフェーズII賞を受賞し、国家量子仮想研究
所プログラムで分散型エンタングルメント量子センシングを推進

#28 PitchBookレポート：量子コンピューティング企業が2025年に過去最高の39億ドルを調達、投
資が加速

#29 SandboxAQがホワイトハウスの大統領令を支持：ポスト量子暗号の導入が国家安全保障の段階

へ移行

#30 QuantinuumとHPEが量子-HPC統合で戦略的提携を発表、ハイブリッド量子古典ソリューション
で企業向け科学・産業発見を加速

#31 ロスアラモス国立研究所などが「Physical Review X」に発表：量子制御プロトコルで「時間の
逆流」現象を観測、量子系からのエネルギー抽出法へ応用期待

#32 欧州委員会が量子技術標準化に100万ユーロを拠出、「Horizon Europe」で相互運用性向上を目
指す

#33 イェール大学主導のERASEプロジェクト、NSFから400万ドルの助成金獲得しエラー訂正型量子
コンピューター開発を加速、D-Waveと提携

#34 トランプ政権が量子コンピューター科学的ブレークスルーを2028年までに達成目標、国防とエ
ネルギー省に配備計画指示

#35 techUKレポート：英国の産業戦略、量子技術に最大20億ポンドを投資、10億ポンドは大型量子
コンピューター調達に充当

#36 Infleqtionが「アメリカの量子宇宙イニシアチブ」を立ち上げ：Voyager Technologiesらと提携
し量子対応宇宙インフラ開発を加速



#37 Quantum X Labs、臨床試験データ分析用「CliniQuantum」と量子誤り訂正デコーダ統合プロ
グラムを発表

#38 IQMレポート、量子コンピューティング投資額が2025年に83億ドルへ急増、先行企業が市場優

位性を確立

#39 VivaTech 2026パネル、量子産業への年間投資が126億ドルへ3.6倍増、早期ビジネス価値創出
に焦点

#40 ワシントンD.C.「Quantum USA 2026」開催、米国の量子リーダーシップと商業化戦略を討議

#41 イベント開催: 量子アニーラーを活用したビジネス向け最適化ソリューションの現在と未来

#42 Atom Computing、Third Point Ventures主導で1億ドルのシリーズC調達に加え、米商務省か
ら1億ドルの意向書を獲得



#01 米国DOEとホワイトハウス、2028年までの耐障害性
量子コンピューター開発と国家量子戦略の加速を
「Quantum Genesis」で発表

001_米国DOEとホワイトハウス、2028年までの耐障害性量子コンピューター開発と国家量子
戦略の加速を「Q

概要

米国エネルギー省（DOE）は、2028年までに研究開発向けの世界初の科学的に関連性
の高い、耐障害性量子コンピューティング能力を開発・展開する「Quantum

Genesis」イニシアティブを発表しました。この取り組みは、広範な「Genesis

Mission」の一環として、科学的発見とイノベーションを加速することを目的としてい
ます。同時に、ホワイトハウスは量子情報科学技術（QIST）における米国のリーダー

シップを加速するための大統領令14413に署名しました。これは国家量子戦略を更新
し、QISTエコシステム強化、官民パートナーシップ拡大、および量子コンピューティ
ングの展開・商業化を促進するものです。

公開日 2026年06月22日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、画期的な「Quantum Genesis」イニシアティブを発表
し、2028年までに世界初の科学的に関連性の高い、耐障害性量子コンピューティング能
力の研究開発および展開を目指します。この発表は、ホワイトハウスが量子情報科学技
術（QIST）の米国のリーダーシップを加速するための大統領令14413に署名した直後に
行われ、国家的な取り組みとして量子技術開発を戦略的に推進する強力なシグナルを発
信しました。

技術・臨床詳細

「Quantum Genesis」イニシアティブは、耐障害性量子コンピューティングシステムの
開発競争と、国家量子スーパーコンピューティングユーザー施設の設立を優先事項とし
ています。特に、量子コンピューターアプリケーション開発・発見科学（QC-ADDS）
の取り組みを通じて、科学的発見を可能にする大規模な量子コンピューターの開発に重
点が置かれています。このイニシアティブは、DOEが長年量子情報科学に投資してきた
基盤の上に成り立っており、計算のダウンタイムを最小限に抑え、実用的なアプリケー
ションを可能にするためのエラー訂正能力を備えたシステムが追求されます。ホワイト
ハウスの大統領令は、官民パートナーシップの拡大と、量子コンピューティング、セン
シング、ネットワークングを含むQISTエコシステム全体の強化を政府全体で推進する包
括的なアプローチを確立します。

背景・業界文脈

現在の量子コンピューティング技術は、まだエラー率が高く、実用的な応用には耐障害
性が必要とされています。米国政府は、この分野での国際競争力を維持し、国家安全保
障と経済的優位性を確保するために、量子技術の早期実用化を強く推進しています。今
回のDOEとホワイトハウスによる一連の発表は、過去の国家量子イニシアティブ法
（National Quantum Initiative Act）の成果を基盤とし、量子コンピューティングが持つ
変革的潜在能力を現実のものとするための明確なロードマップと投資コミットメントを
示すものです。これにより、米国は量子技術の最前線での地位を確固たるものにしよう
としています。



今後の展望

「Quantum Genesis」イニシアティブと大統領令による推進は、量子コンピューティン
グの研究開発に多大なリソースを投入し、革新的なブレークスルーを加速させることが
期待されます。2028年という具体的な目標設定は、業界にとって強力なインセンティブ
となり、技術革新を加速させるでしょう。耐障害性量子コンピューターが実現すれば、
医薬品開発、新素材設計、複雑な最適化問題など、広範な科学分野と産業分野に革命的
な影響をもたらす可能性があります。また、連邦政府の主導による大規模な投資は、新
たな雇用創出と関連産業の成長を促進し、米国の技術的リーダーシップを未来へと繋ぐ
重要な一歩となります。

元記事: https://www.energy.gov/science/articles/energy-department-announces-initiative-create-and-

deploy-worlds-first

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/science/articles/energy-department-announces-initiative-create-and-deploy-worlds-first
https://www.energy.gov/science/articles/energy-department-announces-initiative-create-and-deploy-worlds-first


#02 トランプ政権、連邦機関に耐量子暗号（PQC）への移
行期限を厳格に設定：主要鍵確立2030年末、デジタル署
名2031年末

002_トランプ政権、連邦機関に耐量子暗号（PQC）への移行期限を厳格に設定：主要鍵確立
2030年末、デジタ

概要

トランプ大統領は2026年6月22日に大統領令に署名し、連邦機関が高価値資産および
高インパクトシステムを耐量子暗号（PQC）に移行するための厳格な期限を設定しま

した。具体的には、主要鍵確立は2030年12月31日まで、デジタル署名は2031年12月31

日までにPQCへ移行する必要があります。この命令は、2024年8月にNISTが最終決定
したFIPS 203（ML-KEM）、FIPS 204、205（ML-DSA、SLH-DSA）などの標準に基づい

ています。専門家は、これらの大統領令が連邦機関と請負業者に対し、量子脅威への
対応とサイバーセキュリティ強化を加速する明確なシグナルを送っていると評価して
います。

公開日 2026年06月23日  MeriTalk  アメリカ



詳細

主要成果

トランプ大統領は、連邦機関に対し、将来の高性能量子コンピューターによる暗号解読
の脅威に備え、耐量子暗号（PQC）への移行を義務付ける大統領令に署名しました。こ
の命令は、特に高価値資産および高インパクトシステムにおける主要鍵確立の移行期限
を2030年12月31日、デジタル署名の移行期限を2031年12月31日と明確に設定してお
り、連邦政府のサイバーセキュリティ戦略における歴史的な転換点となります。

技術・臨床詳細

このPQC移行は、米国国立標準技術研究所（NIST）が2024年8月に最終決定した連邦情
報処理標準（FIPS）203（ML-KEM）、FIPS 204、205（ML-DSA、SLH-DSA）といった新
しい耐量子暗号アルゴリズムに基づいています。これらのアルゴリズムは、古典的なコ
ンピューターでは解読が極めて困難であり、量子コンピューターの攻撃にも耐えうるよ
うに設計されています。移行の厳格な期限設定は、「ハーベストナウ、デクリプトレイ
ター」（現在暗号化されたデータを収集し、将来量子コンピューターが利用可能になっ
た際に解読する）という脅威に対処するためのものです。これにより、連邦政府の機密
データや重要インフラのシステムが、将来的な量子攻撃から保護されることになりま
す。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの進展は、現在広く使用されている公開鍵暗号システムを破る
可能性を秘めており、これが実現すれば、金融、医療、防衛といった重要インフラを含
む世界中のデジタル通信とデータセキュリティが危険に晒されます。米国政府は、NIST

の標準化プロセスを通じてPQC技術の研究と開発を主導してきましたが、今回の大統領
令は、この技術を研究段階から実導入の義務化へと移行させる重要なステップです。こ
れにより、連邦政府だけでなく、関連する政府請負業者や重要インフラ企業にもPQC導
入の圧力が高まり、業界全体のサイバーセキュリティ態勢が大きく強化されることが期
待されます。



今後の展望

PQCへの移行期限設定は、量子技術の脅威に先んじて国家のサイバーセキュリティを確
保するための積極的な措置です。この命令は、連邦政府機関に対して、既存の暗号シス
テムを評価し、NIST標準に準拠したPQCソリューションを導入するためのロードマップ
を策定するよう促します。移行プロセスは複雑であり、既存システムの広範なアップグ
レードと、新しいプロトコルのテスト、導入、および継続的な監視が必要となります。
これにより、セキュリティ産業におけるPQCソリューションの開発と採用が加速され、
米国が将来のサイバー脅威に対するレジリエンスを構築するための重要な基盤が築かれ
るでしょう。

元記事: https://thehackernews.com/2026/06/trump-order-sets-2030-deadline-for.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thehackernews.com/2026/06/trump-order-sets-2030-deadline-for.html


#03 シドニー大学とIBM、IBM Quantum Heronで論理量
子ビット保持率を96%に向上

003_シドニー大学とIBM、IBM Quantum Heronで論理量子ビット保持率を96%に向上

概要

シドニー大学の研究者とIBMの共同研究により、IBM Quantum Heron r2プロセッサー
上で論理量子ビットの保持率が96%に向上したことが報告されました。この劇的な改
善は、エラー訂正アーキテクチャの完全な再設計と、それに伴う計算ダウンタイムの

大幅な削減によって実現しました。この成果は、耐障害性量子コンピューティング
（FTQC）実現における主要な課題の一つである「アイドルノイズ」に効果的に対処す
る上で極めて重要な一歩となります。実用的な量子コンピューターの構築に向けた大

きな進展です。

公開日 2026年06月23日  ForkLog  オーストラリア



詳細

主要成果

シドニー大学とIBMの研究チームは、IBM Quantum Heron r2プロセッサー上で、論理量
子ビットの保持率を驚異的な96%まで向上させることに成功しました。これは、量子エ
ラー訂正アーキテクチャを根本的に再設計し、システム内の計算ダウンタイムを大幅に
削減したことによる画期的な進歩です。この成果は、耐障害性量子コンピューティング
（FTQC）の実現に向けた重要なボトルネックである「アイドルノイズ」問題に対する
効果的な解決策を示唆しています。

技術・臨床詳細

論理量子ビットは、複数の物理量子ビットを組み合わせてエラーを訂正することで、安
定した情報処理を可能にする仮想的な量子ビットです。その保持率を96%に向上させる
ことは、情報の信頼性を格段に高めることを意味します。研究チームは、従来のアーキ
テクチャにおける量子ビットのアイドル状態時に発生するノイズ（アイドルノイズ）
が、計算の精度とコヒーレンス時間に与える悪影響を特定し、これを抑制するための新
しいエラー訂正プロトコルを開発しました。このプロトコルでは、量子ビットの状態を
より効率的に監視・修正することで、情報損失のリスクを最小限に抑えています。具体
的には、プロセッサーの制御シーケンスとエラー訂正回路を最適化し、ノイズの影響を
動的に相殺する手法が用いられました。これにより、より長く、より複雑な量子アルゴ
リズムを高い信頼性で実行できるようになります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた最大の障壁の一つは、環境ノイズによって引
き起こされる量子ビットのエラー率の高さです。耐障害性量子コンピューティングは、
このエラー問題を克服し、大規模で信頼性の高い量子計算を可能にするための究極的な
目標です。多くの研究機関や企業が様々なエラー訂正コードやアーキテクチャを開発し
ていますが、論理量子ビットの保持率をこれほど高精度に達成した例は稀です。この成
果は、IBMの量子コンピューティングロードマップにおける重要な進展であり、シドニ
ー大学が量子技術研究において世界をリードする役割を果たしていることを裏付けてい
ます。



今後の展望

論理量子ビットの保持率96%達成は、量子コンピューティングが実用的な応用に一歩近
づいたことを明確に示しています。今後、この技術をさらにスケールアップし、より複
雑なエラー訂正コードと組み合わせることで、分子シミュレーション、最適化、機械学
習など、幅広い分野で量子コンピューターが古典コンピューターの能力を超える「量子
アドバンテージ」を発揮する可能性が高まります。投資家や企業にとっては、FTQCへ
の道筋がより明確になり、量子コンピューティング分野への投資意欲が高まる要因とな
るでしょう。この進展は、今後の量子ハードウェアおよびソフトウェア開発における新
たな基準を打ち立てるものとして注目されます。

元記事: https://forklog.com/en/researchers-achieve-96-logical-qubit-retention-on-ibm-heron/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://forklog.com/en/researchers-achieve-96-logical-qubit-retention-on-ibm-heron/


#04 Alice & Bob、初の商用キャット量子ビットシステム
「Helium Quantum System」を発表

004_Alice & Bob、初の商用キャット量子ビットシステム「Helium Quantum Syste

概要

パリとボストンに拠点を置くAlice & Bob社は、エラー訂正をハードウェアに直接組み
込む「キャット量子ビット」を搭載した初の商用システム「Helium Quantum

System」を発表しました。この革新的なアーキテクチャは、特定の種類の量子エラー

をハードウェアレベルで抑制するように設計されており、競合する量子ビットアーキ
テクチャと比較して少ない物理量子ビットで論理量子ビットをエンコード可能です。
この発表は、実用的な耐障害性量子コンピューター構築に向けた重要な転換点を示し

ており、量子エラー訂正のハードウェア統合における大きな進歩を意味します。

公開日 2026年06月22日  Digital Journal  フランス



詳細

主要成果

量子コンピューティング企業のAlice & Bob社は、エラー訂正機能をハードウェアに直接
組み込んだ「キャット量子ビット」を採用した世界初の商用システム「Helium
Quantum System」を発表しました。このシステムは、量子エラーに対する耐性を大幅
に向上させ、実用的な耐障害性量子コンピューティング実現への道を開きます。特に、
競合する他の量子ビットアーキテクチャと比較して、論理量子ビットのエンコードに必
要な物理量子ビット数を劇的に削減できる点が注目されます。

技術・臨床詳細

キャット量子ビットは、「シュレーディンガーの猫」の概念に由来し、重ね合わせ状態
を利用して特定の種類の量子エラー、特にビット反転エラーを自然に抑制するユニーク
な設計を持っています。Helium Quantum Systemでは、このキャット量子ビットの特性
を最大限に活かし、ハードウェア層でエラー訂正メカニズムを実装しています。これに
より、ソフトウェアレベルでの複雑なエラー訂正プロトコルが不要となり、システム全
体の効率とスケーラビリティが向上します。一般的な量子エラー訂正では、1つの論理
量子ビットを保護するために数千から数万個の物理量子ビットが必要とされますが、キ
ャット量子ビットは、そのエラー抑制能力によってこのオーバーヘッドを大幅に削減で
きる可能性を秘めています。これは、耐障害性量子コンピューターをより現実的な規模
で構築するための重要なブレークスルーです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの主要な課題の一つは、量子ビットが環境ノイズに対して極め
て脆弱であり、エラーが発生しやすいことです。耐障害性量子コンピューティング
（FTQC）は、このエラー問題を克服するための必須技術であり、様々な企業や研究機
関が超電導、トラップドイオン、トポロジカル量子ビットなど、多様なアプローチでエ
ラー訂正可能な量子ビットの開発を進めています。Alice & Bob社のキャット量子ビット
は、超電導量子ビットの一種でありながら、エラー訂正を物理層で実現するという点で
独自のアドバンテージを持っています。今回の商用システム発表は、単なる研究室レベ
ルのデモンストレーションを超え、実際の産業応用を目指す段階へと進んだことを示し
ています。



今後の展望

Helium Quantum Systemの登場は、量子コンピューティングの商業化と実用化に向けた
競争を加速させるでしょう。物理量子ビットのオーバーヘッド削減は、より大規模で複
雑な量子計算を経済的に実現するための鍵となります。今後、Alice & Bob社は、このシ
ステムを企業や研究機関に提供し、医薬品開発、材料科学、金融モデリングなどの分野
での応用探索を進めることが期待されます。投資家や技術開発者にとっては、キャット
量子ビットという特定のアーキテクチャが、耐障害性量子コンピューティングの実現に
向けて有力な選択肢となる可能性を示唆する、非常に重要なニュースです。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#05 QuEra Computing、2028年までに数百、その後
1,000論理量子ビット達成の耐障害性ロードマップを公開

005_QuEra Computing、2028年までに数百、その後1,000論理量子ビット達成の耐障害性ロ

概要

QuEra Computingは、耐障害性量子コンピューティングに向けた野心的なロードマッ
プを発表し、2028年までに数百の論理量子ビットを持つメガクオップ論理性能、その
後まもなく1,000論理量子ビットを持つギガクオップ論理性能の達成を目指していま

す。このロードマップは、中性原子量子コンピューティングが耐障害性への道を加速
していることを示唆しています。同社は、シミュレーション、材料・化学設計、機械
学習、最適化などの分野で古典計算を超える大規模な耐障害性ワークロードを可能に

すると期待されています。

公開日 2026年06月25日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

QuEra Computingは、耐障害性量子コンピューティングの実現に向けた画期的なロード
マップを公開しました。同社は、中性原子方式の量子コンピューターを用いて、2028年
までに数百の論理量子ビットによる「メガクオップ」論理性能を達成し、さらにその直
後に1,000個の論理量子ビットを特徴とする「ギガクオップ」論理性能を実現するとい
う野心的な目標を設定しました。これは、実用的な耐障害性量子コンピューターの構築
に向けた明確な道筋を示すものです。

技術・臨床詳細

QuEra Computingが採用する中性原子方式の量子コンピューティングは、レーザーによ
って個々の中性原子を光学ピンセットで捕捉し、相互作用させることで量子ビットとし
て機能させます。この方式は、高いコヒーレンス時間と、多数の量子ビットを配列しス
ケーラブルに構成できるという利点を持っています。QuEraのロードマップは、この中
性原子方式が、エラー訂正された論理量子ビットの構築に必要な物理量子ビットの数を
効率的に管理し、耐障害性を実現する上で特に有望であることを強調しています。具体
的には、数百から千個の論理量子ビットを操作できるようになれば、材料科学、創薬、
金融モデリング、機械学習など、現在古典コンピューターでは計算が困難な複雑な問題
を効率的に解決できると期待されています。同社は、これらのアプリケーション開発に
おいて、組織との共同設計アプローチも積極的に推進しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティング分野では、量子ビット数の増加と同時にエラー率を大幅に低減
し、耐障害性を実現することが最大の課題となっています。超電導、トラップドイオ
ン、フォトニック、中性原子など様々な量子アーキテクチャが開発競争を繰り広げてい
ますが、中性原子方式は、その高いスケーラビリティと比較的長いコヒーレンス時間か
ら、耐障害性量子コンピューティングの有力候補として注目を集めています。QuEraの
ロードマップは、この技術が数年以内に実用的な論理量子ビット数を達成する可能性を
示し、業界全体の技術開発を加速させる重要な指標となるでしょう。



今後の展望

QuEra Computingが提示した具体的なロードマップは、耐障害性量子コンピューティン
グが遠い未来の技術ではないことを示唆しています。2028年という比較的近い将来にメ
ガクオップ性能を達成する目標は、研究者、エンジニア、投資家にとって明確なマイル
ストーンとなります。この技術が実現すれば、化学シミュレーションの精度を飛躍的に
向上させ、新薬の発見プロセスを加速し、より効率的な物流や金融取引アルゴリズムの
開発を可能にするでしょう。企業が量子アプリケーションを共同設計する機会を提供す
ることで、QuEraは量子コンピューティングのエコシステムを拡大し、様々な業界での
早期導入を促進することを目指しており、量子技術の社会実装に向けた重要な役割を果
たすことが期待されます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/quera-unveils-gigaquop-class-fault-tolerant-

roadmap-and-invites-organizations-to-co-design-quantum-applications-302810334.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://www.prnewswire.com/news-releases/quera-unveils-gigaquop-class-fault-tolerant-roadmap-and-invites-organizations-to-co-design-quantum-applications-302810334.html


#06 IQM Quantum Computers、ディレクショナルタイル
コードで量子ビットオーバーヘッドを最大1,000分の1に削
減するエラー訂正成果

006_IQM Quantum Computers、ディレクショナルタイルコードで量子ビットオーバーヘッド
を

概要

IQM Quantum Computersは、ディレクショナルタイルコードと呼ばれる新しい量子エ
ラー訂正コードを使用して、量子ビットオーバーヘッドを最大1,000分の1に削減する

画期的な成果を発表しました。この進展は、実用的な大規模耐障害性量子コンピュー
ティング実現に向けた大きな一歩となります。IQMの「Crystal」プロセッサーにネイ
ティブな最近傍iSWAPゲートのみを使用している点が特徴で、この研究はarXivで公開

されており、量子コンピューティングの効率性とスケーラビリティを飛躍的に向上さ
せる可能性を秘めています。

公開日 2026年06月23日  Stock Titan  フィンランド



詳細

主要成果

IQM Quantum Computersは、量子エラー訂正（QEC）において画期的な成果を発表
し、新しい「ディレクショナルタイルコード」を用いることで、論理量子ビットの構築
に必要な物理量子ビットのオーバーヘッドを、既存の主要なアプローチと比較して最大
1,000分の1に削減できることを示しました。この劇的な効率改善は、実用的な大規模耐
障害性量子コンピューティング（FTQC）実現への道筋を大幅に短縮する可能性を秘め
ています。

技術・臨床詳細

量子エラー訂正は、量子ビットが環境ノイズによって発生するエラーを検出し、修正す
るための必須技術です。従来のQEC手法では、1つの論理量子ビットを保護するために
数百から数千の物理量子ビットが必要とされ、これが大規模量子コンピューター構築の
大きな障壁となっていました。IQMが開発したディレクショナルタイルコードは、その
名の通り、量子ビットを配置する「タイル」の方向性を利用してエラー情報を効率的に
エンコード・デコードします。このコードは、IQMの超電導「Crystal」プロセッサーに
ネイティブに実装されている最近傍iSWAPゲートのみを使用して動作します。iSWAPゲ
ートは、隣接する量子ビット間の相互作用を制御する基本的なゲートであり、既存のハ
ードウェアに容易に統合できることを意味します。このアプローチにより、同じレベル
の耐障害性を達成するために必要な物理量子ビットの数が桁違いに削減され、より経済
的で現実的なFTQCシステムの構築が可能になります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、量子ビット数のスケーリングと同時にエラー率を
低減することが最大の課題です。耐障害性量子コンピューティングが実現すれば、化学
シミュレーション、新素材開発、創薬、金融モデリングなど、幅広い分野で量子コンピ
ューターが古典コンピューターの能力を凌駕する「量子アドバンテージ」を発揮すると
期待されています。IQMのこの成果は、超電導量子ビットアーキテクチャにおけるエラ
ー訂正の効率を大幅に向上させるものであり、業界全体のFTQCロードマップに大きな
影響を与える可能性があります。arXivで研究が公開されたことは、科学コミュニティか
らの検証とさらなる発展を促すでしょう。



今後の展望

量子ビットオーバーヘッドの1,000分の1削減は、量子コンピューターの実用化を劇的に
加速させる可能性を秘めています。これにより、限られた物理リソースでより多くの論
理量子ビットを構築できるようになり、大規模な量子アルゴリズムの実装が現実的な視
野に入ってきます。IQMは、この技術を自社の量子プロセッサーに統合し、顧客に対し
てより高性能で信頼性の高い量子コンピューティングソリューションを提供することを
目指しています。投資家や研究開発者にとっては、この進展が、耐障害性量子コンピュ
ーティングへの投資リターンを改善し、量子技術の商業化を早める重要な要因となるで
しょう。この成果は、量子コンピューティングの次のフロンティアを切り拓くものとし
て、今後の展開が注目されます。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/RAAQ/iqm-achieves-milestone-in-quantum-error-correction-

enabling-fault-w8iqk3u0n3o3.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/RAAQ/iqm-achieves-milestone-in-quantum-error-correction-enabling-fault-w8iqk3u0n3o3.html
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#07 Google Quantum AI、Willowプロセッサーで表面コ
ードによる論理エラー率の指数関数的抑制を実証

007_Google Quantum AI、Willowプロセッサーで表面コードによる論理エラー率の指数関数

概要

Google Quantum AIチームは、同社の「Willow」プロセッサーにおいて、表面コード
を用いた論理量子ビットの動作を実証し、論理エラー率が表面コードの耐障害性閾値
以下に指数関数的に抑制されることを示しました。これは、物理量子ビットのエラー

を訂正することで、より信頼性の高い論理量子ビットを構築できることを意味しま
す。表面コードは、量子エラー訂正の主要な手法であり、比較的寛容な物理エラーを
許容するため、耐障害性量子コンピューティング実現の有力候補とされています。こ

の成果は、実用的な量子コンピューター開発における重要な進展です。

公開日 2026年06月23日  The Quantum Insider  アメリカ



詳細

主要成果

Google Quantum AIチームは、同社の「Willow」プロセッサーを用いた画期的な実験に
おいて、表面コードによる量子エラー訂正が、論理量子ビットのエラー率を表面コード
の耐障害性閾値以下に指数関数的に抑制できることを明確に実証しました。この成果
は、物理的なノイズの多い環境下でも、より信頼性の高い論理量子ビットを構築し、維
持できることを示しており、耐障害性量子コンピューティング（FTQC）実現に向けた
重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

表面コードは、物理量子ビットを2次元の格子状に配置し、局所的な相互作用のみを利
用してエラーを検出・訂正するトポロジカルな量子エラー訂正コードです。このコード
は、量子ビット間の長距離接続を必要とせず、最近傍の量子ビットのみが関与するた
め、比較的寛容な物理エラー率を許容できるという大きな利点があります。Googleの
「Willow」プロセッサーは、この表面コードの原理に基づき設計されており、実験で
は、物理量子ビットのエラーが発生しても、表面コードの冗長性によって保護された論
理量子ビットではエラー率が大幅に低減されることが確認されました。この「指数関数
的抑制」は、物理量子ビットのエラー率が改善されるにつれて、論理量子ビットのエラ
ー率が劇的に減少するという望ましい特性を示しています。リアルタイムのエラー検
出、デコード、訂正メカニズムの統合が、量子情報の整合性を維持するために不可欠で
あることが、この実証によって改めて強調されました。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化を阻む最大の障壁は、量子ビットの不安定性とエラー
の発生しやすさです。これを克服するために、量子エラー訂正技術の研究開発が世界中
で進められています。表面コードは、その効率性とスケーラビリティから、最も有望な
QECコードの一つとして広く認識されてきました。Googleが「量子超越性」を主張した
ことで知られるように、同社は量子コンピューティングハードウェアとソフトウェアの
両面で世界をリードする存在です。今回のWillowプロセッサーでの実証は、表面コード
が理論上の概念だけでなく、実際のハードウェア上で有効に機能することを示し、他の
量子コンピューティング企業や研究機関にも大きな影響を与えるでしょう。



今後の展望

表面コードによる論理エラー率の指数関数的抑制の実証は、大規模な耐障害性量子コン
ピューター構築に向けた現実的な道筋を示唆しています。この技術がさらに洗練され、
より多くの論理量子ビットを効率的に利用できるようになれば、医薬品開発における分
子シミュレーション、新素材の設計、複雑な金融モデルの最適化、人工知能の新たなブ
レークスルーなど、幅広い分野で古典コンピューターでは達成不可能な計算が可能とな
るでしょう。投資家や技術開発者にとっては、この成果が耐障害性量子コンピューティ
ングへの投資リスクを低減し、量子技術の商業化を加速させる重要な指標となります。
今後のGoogle Quantum AIの動向と、表面コードを基盤としたシステム開発の進展が期
待されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/what-is-the-surface-code/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/what-is-the-surface-code/


#08 量子科学技術研究所、フリースペース量子通信で検出
器ノイズ下でも270kbpsの鍵レートを達成

008_量子科学技術研究所、フリースペース量子通信で検出器ノイズ下でも270kbpsの鍵レート
を達成

概要

日本の量子科学技術研究所の研究者らは、フリースペース（自由空間）において単方

向連続変数量子鍵配送（UD-CVQKD）システムを実証しました。このシステムは、検
出器ノイズが比較的大きい現実的な条件下でも安定して動作し、堅牢な量子通信ネッ
トワークの実現に向けた重要な進歩となります。偏光コヒーレント状態を用いること

で安定した干渉を実現し、かなりの電子ノイズを克服しながら、最大270 kbpsという
高い鍵レートを達成しました。これは、実用的な都市圏QKDネットワーク構築への大

きな一歩です。

公開日 2026年06月18日  Tom's Hardware  日本



詳細

主要成果

日本の量子科学技術研究所（QST）の研究チームは、フリースペース（自由空間）での
単方向連続変数量子鍵配送（UD-CVQKD）システムにおいて、検出器ノイズが比較的高
い実環境下でも安定した動作を実証し、最大270 kbpsの鍵レートを達成しました。この
成果は、堅牢かつ大規模な量子通信ネットワークの構築に向けた重要な技術的マイルス
トーンとなります。

技術・臨床詳細

UD-CVQKDシステムは、量子鍵配送（QKD）の一種で、連続変数の量子状態（通常はレ
ーザー光の振幅や位相）を用いて暗号鍵を安全に共有します。QSTの研究チームは、偏
光コヒーレント状態を利用してシステムの安定した干渉を確保し、特に困難な課題であ
る検出器の電子ノイズを効果的に克服しました。これにより、実際の都市環境や大気中
の影響を受けるフリースペース伝送において、量子情報の完全性を保ちながら高スルー
プットの鍵配送が可能となります。達成された270 kbpsという鍵レートは、既存の商用
QKDシステムと比較しても競争力があり、大容量のセキュアな通信を必要とするアプリ
ケーションへの適用可能性を示唆しています。この技術は、量子力学の原理に基づき、
いかなる盗聴も検知可能であるため、理論的に絶対的なセキュリティを提供します。

背景・業界文脈

量子鍵配送（QKD）は、量子コンピューターが現在の暗号アルゴリズムを解読する可能
性が指摘される中で、将来にわたる通信セキュリティを確保する最も有望な技術の一つ
として注目されています。しかし、QKDシステムの実用化には、伝送距離の延長、鍵レ
ートの向上、および環境ノイズに対する堅牢性の確保が大きな課題でした。特にフリー
スペースQKDは、都市部のビル間通信や、衛星を用いた長距離通信への応用が期待され
ています。QSTによる今回の実証は、日本が長年量子技術研究に注力してきた成果であ
り、世界の量子通信技術開発を牽引する重要な貢献となります。



今後の展望

QSTのフリースペースUD-CVQKDシステムは、検出器ノイズの多い環境下での実用性を
証明したことで、都市圏における量子セキュア通信ネットワークの展開を加速させる可
能性を秘めています。今後は、さらに伝送距離を延長し、気象条件への適応性を高める
研究が進められるでしょう。この技術が普及すれば、政府機関、金融機関、重要インフ
ラ事業者など、高度なセキュリティを求める組織にとって、盗聴不可能な通信手段が提
供され、サイバーセキュリティの新たな時代を拓くことになります。投資家や通信事業
者にとっては、量子通信インフラへの投資機会が拡大し、次世代のセキュア通信市場形
成に大きな影響を与えるニュースです。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/free-space-quantum-communication-stability/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/free-space-quantum-communication-stability/


#09 ヘルスケア・ライフサイエンス分野における量子コン
ピューティングの応用が拡大、ModernaやRocheなどが先
行

009_ヘルスケア・ライフサイエンス分野における量子コンピューティングの応用が拡大、
ModernaやRoch

概要

量子コンピューティングは、医薬品開発、ゲノミクス、精密医療、量子センシングと
いった分野で、ヘルスケアおよびライフサイエンス業界に革新的な役割を果たす可能

性を秘めています。業界リーダーであるModernaやIBMはすでに量子と古典のハイブ
リッドワークフローを試験運用しており、Boehringer IngelheimはGoogle Quantum AI

と、RocheはQC Wareと協力して量子機械学習アプリケーションを模索しています。特

に量子センシングは、多くの量子コンピューティングアプリケーションよりも商業展
開に近いとされており、早期の実用化が期待されています。

公開日 2026年06月25日  Healthcare IT News  不明



詳細

主要成果

量子コンピューティング技術が、医薬品開発、ゲノミクス、精密医療、量子センシング
などの領域において、ヘルスケアおよびライフサイエンス業界に革命をもたらす可能性
が大きく高まっています。ModernaやIBMといった業界の先進企業は既に量子と古典の
ハイブリッドワークフローの試験運用を開始しており、Boehringer Ingelheim、Google

Quantum AI、Roche、QC Wareといった主要プレイヤー間の協業も活発化しています。
特に量子センシングは、他の量子コンピューティングアプリケーションと比較して商業
化への道のりが近く、実用化が先行する見込みです。

技術・臨床詳細

量子コンピューティングは、分子構造の複雑なシミュレーション、タンパク質フォール
ディングの解析、医薬品候補のスクリーニング、および標的結合親和性の予測を、従来
のスーパーコンピューターをはるかに超える精度と速度で実行できる可能性を秘めてい
ます。これにより、新薬開発の期間とコストを大幅に削減できると期待されています。
ゲノミクス分野では、量子アルゴリズムが、大規模なゲノムデータセットの解析を加速
し、疾患関連遺伝子の特定や個別化医療戦略の最適化に貢献します。精密医療において
は、患者個別の生体データに基づいた治療法選択の最適化や、疾患予測モデルの精度向
上に量子機械学習が活用されます。さらに、量子センシング技術は、脳磁図（MEG）や
心磁図（MCG）といった生体信号の高感度測定や、細胞内の微細な変化の検出、超高分
解能イメージングに応用され、早期診断や疾患メカニズムの解明に新たな道を開きま
す。ModernaはmRNA設計の最適化に、Rocheは量子機械学習を用いたバイオマーカー
発見に量子技術を導入しています。

背景・業界文脈

ヘルスケアおよびライフサイエンス業界は、新薬開発の高コスト、長期化、複雑な疾患
メカニズムの未解明といった課題に直面しています。人工知能（AI）や機械学習の導入
により、これらの課題への対処が図られてきましたが、量子コンピューティングは、こ
れらの計算能力をさらに引き上げ、これまで不可能だった領域でのブレークスルーを約
束します。世界の製薬企業やバイオテクノロジー企業は、量子技術がもたらす競争優位
性を認識し、IBM Quantum Experience、Google Quantum AI、QC Wareなどの量子プラ
ットフォームプロバイダーとの連携を強化しています。この戦略的なパートナーシップ
は、量子技術の実装と検証を加速させ、早期の実用化を目指すものです。



今後の展望

ヘルスケアおよびライフサイエンス分野における量子コンピューティングの進展は、医
薬品開発のパラダイムシフトを引き起こし、より効果的で個別化された治療法の提供を
可能にするでしょう。特に量子センシングは、数年以内に医療現場での実用化が期待さ
れており、診断精度の大幅な向上に貢献します。投資家にとっては、この分野が、量子
技術の最も有望かつ社会的にインパクトの大きい応用領域の一つであり、高い成長可能
性を秘めていることを示唆します。ModernaやRocheのような大手企業の先行投資は、
この分野の技術革新と市場拡大をさらに加速させる触媒となるでしょう。

元記事: https://www.simmons-simmons.com/en/publications/cmqs81lzf0000vevwqb7lt27f/quantum-

computing-in-healthcare-and-life-sciences

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.simmons-simmons.com/en/publications/cmqs81lzf0000vevwqb7lt27f/quantum-computing-in-healthcare-and-life-sciences
https://www.simmons-simmons.com/en/publications/cmqs81lzf0000vevwqb7lt27f/quantum-computing-in-healthcare-and-life-sciences


#10 SpinQ、量子コンピューティングの現実的ユースケー
スとして研究・教育・アルゴリズム開発を強調

概要

超電導量子コンピュータープロバイダーであるSpinQは、量子コンピューティングが研
究、教育、アルゴリズム開発といった特定のシナリオにおいて、すでに実用的な用途
があると考えていると強調しました。同社は、量子シミュレーションが化学および材

料科学分野において、分子、反応、凝縮物質システムのより正確なモデリングを可能
にする最も有望なアプリケーション領域の一つであると指摘しています。また、最適
化問題も現在のハードウェア機能と一致する分野として、パートナーとの協力を進め

ています。

公開日 2026年06月24日  SpinQ  中国



詳細

主要成果

超電導量子コンピューターのリーディングプロバイダーであるSpinQは、量子コンピュ
ーティングが研究、教育、およびアルゴリズム開発といった特定の領域において、既に
実用的なユースケースを提供していることを強調しました。同社は、量子シミュレーシ
ョンを最も有望な応用分野の一つとして挙げ、特に化学および材料科学において、分
子、化学反応、凝縮物質システムのより高度で正確なモデリングを可能にすると述べて
います。

技術・臨床詳細

SpinQは、超電導量子ビット技術に基づいた量子コンピューターを開発しており、その
プラットフォームは、研究者が量子アルゴリズムを設計、テスト、検証するための強力
なツールを提供します。量子シミュレーションは、古典コンピューターでは処理が困難
な分子や材料の量子レベルでの挙動を予測する上で特に有効です。これにより、新薬の
発見、革新的な材料の設計、エネルギー貯蔵ソリューションの開発が加速されます。教
育分野では、同社の小型量子コンピューターが、学生が量子力学の原理と量子コンピュ
ーティングの基本を実践的に学ぶためのアクセスしやすいツールとして利用されていま
す。また、SpinQは、量子ハードウェアの現在の能力に適合する最適化問題において、
企業パートナーとの協業を進めています。これは、例えば物流、金融ポートフォリオの
最適化、サプライチェーン管理といった分野での応用を目指すものです。同社の技術
は、エラー訂正がまだ完全ではないNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代に
おいて、限られた量子ビットとコヒーレンス時間内で最大限の価値を引き出すことに焦
点を当てています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その大きな可能性から多くの期待を集めていますが、完全
な耐障害性量子コンピューターの実現にはまだ時間がかかるとされています。そのた
め、現在のNISQデバイスでどのように実用的な価値を生み出すかという点が、業界全
体の重要な課題です。SpinQの取り組みは、現在の技術レベルでも具体的な応用領域が
存在することを明確にし、研究開発と教育の活性化に貢献しています。中国は、量子技
術分野における世界的な競争において、国家的な戦略投資を積極的に行っており、
SpinQのような企業はその最前線に立っています。



今後の展望

SpinQが提示する研究、教育、アルゴリズム開発における実用的なユースケースは、量
子コンピューティングの市場参入と普及を促進する上で重要な役割を果たします。特
に、化学および材料科学における量子シミュレーションの精度向上は、製薬、自動車、
航空宇宙などのハイテク産業に直接的な利益をもたらすでしょう。教育機関との連携
は、将来の量子人材育成に貢献し、長期的なエコシステムの発展を支えます。投資家に
とっては、耐障害性量子コンピューティングが本格化する前の段階で、既に具体的な価
値を提供できる領域が存在することを示すものであり、量子コンピューティング分野に
おける早期投資の機会を強調するニュースと言えます。

元記事: https://www.spinquanta.com/news-detail/quantum-computing-use

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spinquanta.com/news-detail/quantum-computing-use


#11 NC State大学、量子機械学習ワークショップで材料・
化学・医薬品分野の現実世界課題解決への道筋を探求

概要

NC State Quantum Initiativeが主催したワークショップでは、量子コンピューティング
と機械学習の交差点である量子機械学習に焦点を当て、材料、化学、医薬品、エンジ
ニアリングにおける現実世界の課題解決に向けたハイブリッド量子-古典的手法が探求

されました。参加者は、PennyLaneなどのオープンソースプラットフォームを使用し
た量子アルゴリズム設計、量子機械学習モデルの構築、ハイブリッドアルゴリズムの
実装について学びました。業界は、医薬品発見などの実用的なアプリケーションのた

めに量子機械学習の使用を積極的に求めており、今回のワークショップはそのニーズ
に応えるものです。

公開日 2026年06月24日  NC State University  アメリカ



詳細

主要成果

ノースカロライナ州立大学（NC State University）のQuantum Initiativeが主催したワー
クショップは、量子機械学習（QML）に焦点を当て、材料科学、化学、医薬品開発、エ
ンジニアリングといった重要な分野における現実世界の課題を解決するためのハイブリ
ッド量子-古典的手法の可能性を探求しました。このワークショップでは、参加者が
PennyLaneのようなオープンソースプラットフォームを活用し、量子アルゴリズムの設
計、量子機械学習モデルの構築、およびハイブリッドアルゴリズムの実装に関する実践
的なスキルを習得する機会が提供されました。

技術・臨床詳細

量子機械学習は、量子コンピューティングの原理（重ね合わせ、エンタングルメントな
ど）を機械学習アルゴリズムに組み込むことで、データの処理能力とパターン認識能力
を飛躍的に向上させることを目指しています。ワークショップでは、特に現在のNISQ

（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスの制約下で、古典コンピューターと量
子コンピューターの強みを組み合わせるハイブリッドアプローチが強調されました。例
えば、材料科学では、QMLを用いて新たな合金や複合材料の特性を予測し、開発期間を
短縮することが可能です。化学分野では、分子の電子状態や反応経路のより正確なシミ
ュレーションを通じて、触媒設計や反応最適化に貢献します。医薬品開発においては、
標的分子との結合親和性予測や、大規模な化合物ライブラリからの効率的なスクリーニ
ングに応用され、新薬発見のプロセスを加速させます。エンジニアリング分野では、複
雑な最適化問題やセンサーデータの解析にQMLが利用され、システムの性能向上や故障
予測に寄与します。PennyLaneなどのプラットフォームは、Pythonベースで量子回路の
構築や最適化を容易に行えるため、研究者や開発者がQMLモデルを迅速にプロトタイプ
化することを可能にします。



背景・業界文脈

材料、化学、医薬品開発といった産業は、計算科学に大きく依存しており、より高度な
シミュレーションやデータ解析能力を常に求めています。量子コンピューティングは、
これらの分野における従来の計算限界を打破する可能性を秘めているため、多くの企業
や研究機関が量子技術の導入を検討しています。しかし、専門知識の不足や技術的障壁
が普及の妨げとなっていました。NC Stateのような学術機関が実践的なワークショップ
を開催することは、業界の専門家や将来の技術者に対し、QMLの具体的な応用方法とツ
ールを提供し、量子エコシステムの発展を加速させる上で極めて重要です。

今後の展望

NC State大学のワークショップのような取り組みは、量子機械学習の普及と実用化を大
きく推進するでしょう。医薬品発見や材料設計などの分野では、QMLが新たなブレーク
スルーを生み出すことが期待されており、これにより製品開発のサイクルが短縮され、
イノベーションが加速します。量子技術への関心が高まる中、このような教育プログラ
ムは、業界が必要とする熟練した量子技術者を育成し、技術の商業化を支える基盤とな
ります。投資家にとっては、量子コンピューティングが単なる理論的な可能性に留まら
ず、具体的な産業応用へと向かっていることを示すポジティブなシグナルであり、QML

関連のスタートアップやソリューションプロバイダーへの投資機会が拡大するでしょ
う。

元記事: https://engr.ncsu.edu/news/2026/06/24/what-to-know-from-nc-states-quantum-workshop/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engr.ncsu.edu/news/2026/06/24/what-to-know-from-nc-states-quantum-workshop/


#12 Zapata QuantumとNVIDIA、量子ベンチマークを大
規模化する戦略的提携を発表

概要

Zapata QuantumとNVIDIAは、量子ベンチマークを大規模に実行するための戦略的提
携を発表しました。この協力は、医薬品発見、材料科学、エネルギー技術におけるブ
レークスルーの鍵となる量子化学分野のボトルネックに対処することを目的としてい

ます。両社は、AIオーケストレーションと継続的に検証される量子プロセス、AIフィ
ージビリティモデルを組み合わせたエージェントAIワークフローを構築することで、
量子アルゴリズムの性能評価を加速させます。この提携は、量子技術の実用化に向け

た重要なステップです。

公開日 2026年06月24日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

主要成果

量子ソフトウェア企業のZapata QuantumとAIコンピューティングの巨人NVIDIAは、量
子ベンチマークを大規模に実行し、評価するための戦略的提携を発表しました。この協
力は、医薬品発見、材料科学、エネルギー技術といった分野での画期的な進歩を約束す
る量子化学におけるボトルネックを解消することを主要な目的としています。両社は、
AIオーケストレーション、継続的に検証される量子プロセス、およびAIフィージビリテ
ィモデルを統合した「エージェントAIワークフロー」を共同で開発します。

技術・臨床詳細

量子化学シミュレーションは、分子や材料の挙動を量子レベルで正確に予測する能力を
持つため、新薬の開発や新素材の設計に不可欠です。しかし、これらのシミュレーショ
ンは極めて計算コストが高く、現在の古典コンピューターやNISQ（Noisy Intermediate-
Scale Quantum）量子コンピューターでは大規模な問題の解決が困難です。Zapata

QuantumとNVIDIAの提携は、NVIDIAの高性能GPUとAIプラットフォームを活用して、
量子コンピューターの性能評価（ベンチマーク）を高速化し、最適化することを目指し
ます。エージェントAIワークフローは、複雑な量子アルゴリズムの実行、結果の分析、
エラーの特定、およびアルゴリズムの改善サイクルを自動化します。これにより、研究
者はより効率的に量子化学計算を行い、例えば特定のタンパク質と薬物候補の相互作用
をより迅速にモデル化したり、新しいバッテリー材料の特性を予測したりできるように
なります。この技術は、量子ハードウェアの進化と並行して、量子ソフトウェアの能力
を最大限に引き出し、実用的な量子アドバンテージを追求するものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、ハードウェアの進展とともに、それを活用するソ
フトウェアとアルゴリズムの開発が不可欠です。特に、実用的なアプリケーションを実
現するためには、量子アルゴリズムの性能を正確に評価し、最適化するベンチマーク手
法が確立される必要があります。NVIDIAは、GPUをベースとしたAIアクセラレーション
のリーダーであり、量子コンピューティングのシミュレーションや最適化にもその技術
を応用しています。一方、Zapata Quantumは、量子アルゴリズムとソフトウェア開発
において豊富な専門知識を持つ企業です。両社の提携は、異なる分野の強みを組み合わ
せることで、量子技術の産業応用における主要な課題を解決しようとする業界のトレン
ドを反映しています。



今後の展望

Zapata QuantumとNVIDIAの提携は、量子化学シミュレーションの分野に大きな影響を
与えるでしょう。ベンチマークプロセスの大規模化と効率化により、研究開発のサイク
ルが短縮され、医薬品発見、材料科学、エネルギー技術といった分野でのイノベーショ
ンが加速することが期待されます。このエージェントAIワークフローは、量子ハードウ
ェアの進展に合わせて、より複雑で大規模な問題を解決するための基盤となるでしょ
う。投資家にとっては、量子コンピューティングが特定の産業分野で具体的な価値を生
み出す道筋がより明確になるポジティブなシグナルであり、量子ソフトウェアとハード
ウェアの統合ソリューションへの投資機会が高まるものと見られます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/zapata-quantum-partnership-nvidia-scale-benchmarking/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/zapata-quantum-partnership-nvidia-scale-benchmarking/


#13 arXivプレプリント、量子情報を用いた機械学習で
「実用的な量子アドバンテージ」の基盤を提示

概要

arXivに公開されたプレプリントは、量子情報を用いた機械学習において「実用的な量
子アドバンテージ」を達成するための基盤となるメカニズムを提示しています。本研
究では、単一サイトの構造ではなく、表現段階と抽出段階からなる2段階のアドバンテ

ージを証明しました。表現段階では、重ね合わせとエンタングルメントが非因子化可
能な空間相関をコンパクトに保存し、抽出段階では、2つのコピーに対するベル測定が
任意の事後パウリ関数を推定します。このメカニズムは、IQMの超電導プロセッサー

でシミュレーションと実装が行われ、耐障害性ハードウェアが登場する前に実用的な
量子アドバンテージへの候補経路を特定しています。

公開日 2026年06月24日  arXiv  不明



詳細

主要成果

arXivで公開された最新のプレプリント論文は、量子情報を用いた機械学習（QIML）に
おいて「実用的な量子アドバンテージ」を達成するための新たなメカニズムを提示しま
した。本研究は、従来の単一サイト構造に依存するアプローチを超え、表現段階と抽出
段階という2段階のアドバンテージを理論的に証明し、その実証的なシミュレーション
と実装をIQMの超電導プロセッサーで行いました。これは、耐障害性量子コンピュータ
ーが広く利用可能になる前に、量子コンピューティングが現実世界の問題で具体的な優
位性を示す可能性のある有望な経路を特定するものです。

技術・臨床詳細

このQIMLメカニズムの革新性は、その2段階構造にあります。まず「表現段階」では、
量子力学の基本原理である重ね合わせとエンタングルメントを利用して、古典的な方法
では捉えきれないような複雑な「非因子化可能な空間相関」を極めてコンパクトな形式
で保存します。これは、高次元のデータを効率的に量子状態にエンコードする能力を意
味し、データ表現における量子コンピューターの優位性を示唆します。次に「抽出段
階」では、エンコードされた量子状態の2つのコピーに対して「ベル測定」を実施しま
す。この測定により、任意の「事後パウリ関数」を効率的に推定することが可能となり
ます。事後パウリ関数は、量子状態から特定の情報を引き出すための重要な数学的ツー
ルであり、その効率的な推定は機械学習モデルの訓練や推論において大きな計算上の利
点をもたらします。このメカニズムは、IQMの超電導プロセッサーを用いてシミュレー
ションされ、さらに物理デバイス上でも実装テストが行われ、その実現可能性と潜在的
な性能が確認されました。これにより、限られたリソースとノイズの多い現在の量子デ
バイス（NISQ時代）でも、特定のタスクにおいて古典コンピューターを凌駕する実用
的な性能を発揮する道筋が示されました。



背景・業界文脈

人工知能（AI）と機械学習は、現代の科学技術と産業において極めて重要な役割を果た
していますが、特に大規模データセットの処理や複雑なパターンの認識においては、古
典コンピューターの計算能力にも限界があります。量子機械学習（QML）は、量子コン
ピューティングの並列性と相関処理能力を活かすことで、これらの限界を打破する可能
性を秘めた次世代のパラダイムとして注目されています。しかし、QMLにおける「量子
アドバンテージ」の具体的な定義と、それを実デバイスで達成するための明確な経路
は、依然として活発な研究課題でした。本研究は、この議論に新たな視点を提供し、特
に耐障害性量子ハードウェアが一般化する前の段階で、QIMLがどのように実用的な優
位性をもたらしうるかを示すものです。

今後の展望

本arXivプレプリントで提示された量子情報を用いた機械学習における「実用的な量子ア
ドバンテージ」の基盤は、量子AI分野における今後の研究開発に大きな影響を与えるで
しょう。IQMの超電導プロセッサーでのシミュレーションと実装は、この理論的枠組み
が実際の量子ハードウェアで適用可能であることを示しており、量子デバイスの進化と
並行して、特定の産業応用（医薬品発見、材料科学、金融モデリングなど）での早期の
実用化を加速させる可能性があります。投資家や技術開発者にとっては、これは量子AI
が単なるバズワードではなく、具体的な計算上の優位性を示す段階へと移行しているこ
とを示す重要なシグナルであり、新たなイノベーションと市場機会の創出が期待されま
す。

元記事: https://arxiv.org/html/2606.13422v2

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2606.13422v2


#14 arXivプレプリント、グラフ上のガウスボソンサンプ
リングが多項式時間で古典シミュレート可能と報告

概要

arXivに公開されたプレプリントは、グラフ上でのガウスボソンサンプリング（GBS）
を多項式時間でシミュレートできる古典アルゴリズムについて報告しています。GBS

は、ボソンコンピューターでサンプリングできるという点で量子優位性を持つ可能性

が以前から提案されていましたが、本研究は、特定の条件下で効率的な古典アルゴリ
ズムが存在することを主張しています。これは、量子計算優位性の明確な実験的デモ
ンストレーションは、通常、古典的に困難な分布に基づいているという背景にあり、

量子優位性の証明の厳密性を高める上で重要な示唆を与えます。

公開日 2026年06月26日  arXiv  不明



詳細

主要成果

arXivで公開された新たなプレプリント論文は、グラフ構造上のガウスボソンサンプリン
グ（GBS）問題において、多項式時間で動作する古典アルゴリズムを用いて効率的にシ
ミュレートできることを示しました。この発見は、特定の条件下でのGBSの量子優位性
に関する従来の主張に一石を投じ、量子コンピューティングの「量子アドバンテージ」
または「量子優位性」の境界線を再定義する上で重要な意味を持ちます。

技術・臨床詳細

ガウスボソンサンプリング（GBS）は、光子を用いて特定の確率分布からサンプルを生
成する、ボソンコンピューターと呼ばれる量子デバイスで実行されるタスクです。従
来、このGBSは、特定の規模と複雑さにおいて古典コンピューターで効率的にシミュレ
ートすることは困難であるとされ、量子優位性を示す有力な候補の一つと考えられてき
ました。本研究で提示された古典アルゴリズムは、グラフの特定の構造、例えばグラフ
の密度や連結性といった特性を利用することで、GBSプロセスを多項式時間、すなわち
効率的に再現できることを数学的に証明しました。これは、特定のタイプの入力グラフ
に対して、ボソンサンプリングマシンの出力が、古典的な計算で近似可能であることを
意味します。具体的には、古典的な計算能力で量子デバイスの性能を模倣できる範囲
が、これまで考えられていたよりも広い可能性があることを示しています。この研究
は、量子優位性の主張がどれほど強固であるかを評価する際に、問題設定と古典アルゴ
リズムの性能をより厳密に考慮する必要があることを強調しています。

背景・業界文脈

量 子 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の 分 野 で は 、 「 量 子 優 位 性 （ Quantum

Supremacy/Advantage）」の証明が大きなマイルストーンとされてきました。これは、
特定の計算タスクにおいて量子コンピューターが古典コンピューターを圧倒的に上回る
ことを示すものです。GoogleのSycamoreプロセッサーによるランダム回路サンプリン
グや、中国のJiuzhangによるGBSのデモンストレーションなどが、その代表例として挙
げられます。しかし、これらのデモンストレーションは、常に古典アルゴリズムの進歩
によってその優位性が再評価されるという側面も持っています。本研究のような古典ア
ルゴリズムの発見は、量子優位性の主張をより堅牢なものにするために、古典コンピュ
ーターの能力の限界をさらに深く探求する必要があることを示唆しています。



今後の展望

グラフ上のGBSを多項式時間で古典シミュレートできる可能性の指摘は、量子コンピュ
ーティングの研究開発コミュニティに重要な議論を提起します。これは、量子優位性の
実証が、より普遍的で、かつ古典的なアプローチでは決して効率的に解決できないよう
な問題に基づいている必要があることを強調するものです。今後、研究者たちは、GBS
を含む他の量子計算優位性の主張に対して、さらに高度な古典アルゴリズムの探索を進
めるでしょう。これにより、真に実用的な量子コンピューターが提供する価値と、それ
が解決するべき問題の本質がより明確に定義され、量子技術への投資と開発がより効果
的な方向へと導かれることが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/html/2511.16558v2

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2511.16558v2


#15 Atom Computing、NVIDIAのNVentures参加でシリ
ーズC資金調達を完了し論理エラー訂正を加速

概要

Atom Computingは2026年6月にシリーズCの資金調達ラウンドを完了し、NVIDIAのベ
ンチャー部門であるNVenturesも戦略的投資家として参加しました。同社は、
Microsoftとのパートナーシップや、論理エラー訂正におけるtoric-codeの研究など、

活発な活動を続けています。特に、原子損失に対処する量子エラー訂正の進展や、
Microsoftとの協力により24個の論理量子ビットを生成し、28個の論理量子ビットで計
算を実行したことが注目されます。この資金調達は、耐障害性量子コンピューティン

グ実現に向けた重要な推進力となります。

公開日 2026年06月18日  New Market Pitch  アメリカ



詳細

主要成果

Atom Computingは、2026年6月にシリーズCの資金調達ラウンドを成功裏に完了し、こ
れにより同社の量子コンピューティング技術開発、特に論理エラー訂正における取り組
みが大きく加速されることになりました。このラウンドには、GPUおよびAI技術の巨人
であるNVIDIAのベンチャー部門、NVenturesが戦略的投資家として参加し、業界からの
高い期待と評価を示しています。同社は、Microsoftとのパートナーシップの下、量子エ
ラー訂正、特に原子損失に対処する技術で顕著な進展を見せています。

技術・臨床詳細

Atom Computingは、中性原子方式の量子コンピューティングを採用しており、レーザ
ーで捕捉した原子の配列を量子ビットとして利用します。この方式は、高いコヒーレン
ス時間とスケーラビリティのポテンシャルを持つことで知られています。今回の資金調
達とパートナーシップは、同社の論理エラー訂正研究、特に「toric-code」（トーリッ
クコード）と呼ばれるトポロジカル量子エラー訂正コードの開発に重点を置いていま
す。トーリックコードは、量子情報の損失を最小限に抑えながらエラーを訂正する能力
に優れていますが、物理量子ビットが欠落する「原子損失」の問題に対処することが重
要な課題でした。Atom Computingは、この原子損失を効果的に管理し、エラー訂正プ
ロセスへの影響を軽減する技術を開発することで、耐障害性量子コンピューティングへ
の道を切り開いています。Microsoftとの協力では、24個の論理量子ビットを生成し、
さらに28個の論理量子ビットを用いた計算を実行するデモンストレーションに成功して
おり、これは現在の量子コンピューターにおける論理量子ビットの最大規模の展開の一
つとなります。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた最大の障壁は、量子ビットのノイズとエラー
の発生しやすさです。これを克服するための量子エラー訂正（QEC）は、耐障害性量子
コンピューティング（FTQC）実現の鍵となります。中性原子方式は、その高い量子ビ
ットコヒーレンスとスケーラビリティから、FTQCの最も有望な候補の一つと見なされ
ています。NVIDIAのNVenturesからの投資は、量子コンピューティング分野における同
社の戦略的な関心の高まりを示しており、AIと量子技術の融合が今後の技術革新の主要
なトレンドとなることを裏付けています。また、Microsoftのような大手テクノロジー企
業との協力は、量子コンピューティングのハードウェアとソフトウェア双方の発展を加
速させる上で不可欠です。

今後の展望

Atom Computingの今回の資金調達と技術的進展は、中性原子方式量子コンピューティ
ングの実用化を大きく前進させるものです。特に、論理量子ビット数の増加と原子損失
への効果的な対処は、より複雑な量子アルゴリズムの実装を可能にし、医薬品開発、材
料科学、金融モデリングなどの分野での「量子アドバンテージ」達成に貢献するでしょ
う。投資家にとっては、高性能な量子ハードウェアと高度なエラー訂正技術を組み合わ
せることで、耐障害性量子コンピューティングがより現実的な視野に入ってきたことを
示すポジティブなシグナルです。Atom Computingの今後の技術開発とMicrosoftとの協
業の成果が、量子産業全体の成長を牽引するものとして注目されます。

元記事: https://newmarketpitch.com/blogs/news/quantum-computing-atom-update

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newmarketpitch.com/blogs/news/quantum-computing-atom-update


#16 D-Wave、エラー認識プログラミング向けの世界初ゲ
ートモデル量子コンピューティングシミュレーターを発表

概要

D-Wave Quantum Inc.は、エラー認識プログラミング用に特別に設計された世界初の
ゲートモデル量子コンピューティングシミュレーターを発表しました。このシミュレ
ーターは、D-Wave独自のデュアルレール技術に基づいて構築されており、開発者が量

子コンピューターのノイズやエラーを可視化し、実際のプロセッサーの挙動に対応し
たアプリケーションやワークフローを設計することを可能にします。これにより、量
子アプリケーションのプロトタイプ作成、エラー訂正ルーチンの探索、高度な量子ワ

ークフローの検討が大幅に加速され、量子コンピューティングの実用化に向けた大き
な一歩となります。

公開日 2026年06月18日  D-Wave Quantum Inc.  カナダ



詳細

主要成果

D-Wave Quantum Inc.は、量子コンピューティング分野における新たな一歩として、エ
ラー認識プログラミングに特化した世界初のゲートモデル量子コンピューティングシミ
ュレーターを発表しました。この革新的なツールは、開発者が実際の量子プロセッサー
で発生するノイズやエラーの挙動を深く理解し、それに対応するアプリケーションやワ
ークフローを効率的に設計することを可能にします。これにより、量子アプリケーショ
ンの開発プロセスが加速され、よりロバストな量子ソリューションの構築が促進されま
す。

技術・臨床詳細

D-Waveの新しいゲートモデルシミュレーターは、同社独自の「デュアルレール技術」
に基づいています。この技術は、量子ビット間の相互作用を制御する際に、より高い精
度と安定性を提供するとされています。シミュレーターの最大の特徴は、量子回路にお
けるノイズとエラーの影響を詳細にモデル化し、それを開発者に対して可視化できる点
です。これにより、ユーザーは量子ビットのエラーが発生する場所、その伝播の仕方、
そしてそれが計算結果に与える影響を正確に把握できます。開発者は、この情報を用い
て、エラー訂正ルーチンの有効性をテストしたり、部分的なエラー訂正（エラーミティ
ゲーション）戦略を検討したり、特定の量子ハードウェアの特性に合わせてアルゴリズ
ムを最適化したりすることが可能になります。例えば、量子アニーリングで知られるD-

Waveがゲートモデルシミュレーターを導入することで、最適化問題だけでなく、より
広範な量子アルゴリズムの探求が可能になります。これは、医薬品開発における分子シ
ミュレーション、金融モデリング、物流最適化など、エラー耐性が求められる複雑な問
題への応用において、量子コンピューターの実用化を大きく前進させるものです。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化を阻む最大の課題の一つは、量子ビットが非常に繊細
で、環境ノイズによって容易にエラーが発生することです。現在の量子デバイスは
「NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）」時代にあり、エラー訂正機能が完全で
はありません。このため、開発者はノイズの影響を考慮しながらアルゴリズムを設計す
る必要があります。D-Waveはこれまで主に量子アニーリング方式のコンピューターで
知られていましたが、ゲートモデルシミュレーターの導入は、同社がより広範な量子コ
ンピューティングパラダイムへのコミットメントを示し、業界全体のニーズに応えよう
としていることを示唆しています。エラー認識プログラミングは、実用的な量子コンピ
ューターを構築する上で不可欠なスキルであり、このシミュレーターは開発コミュニテ
ィにとって貴重なツールとなるでしょう。

今後の展望

D-Waveが発表したゲートモデル量子コンピューティングシミュレーターは、量子アプ
リケーション開発のハードルを下げ、イノベーションを加速させる可能性を秘めていま
す。開発者は、実際の量子ハードウェアにアクセスすることなく、ノイズの多い環境下
での量子アルゴリズムの挙動を深く探求し、最適化することができます。これにより、
量子アプリケーションの市場投入までの時間が短縮され、より多様な分野での量子コン
ピューティングの導入が促進されるでしょう。投資家にとっては、これは量子ソフトウ
ェアツールと開発エコシステムの成熟を意味するポジティブなシグナルであり、量子コ
ンピューティングの商業化に向けた重要なインフラ投資として評価されます。今後、こ
のシミュレーターが、次世代の量子アルゴリズムとアプリケーションの創出にどのよう
に貢献していくか注目されます。

元記事: https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-announces-world-

s-first-gate-model-quantum-computing-simulator-for-error-aware-programming/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-announces-world-s-first-gate-model-quantum-computing-simulator-for-error-aware-programming/
https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-announces-world-s-first-gate-model-quantum-computing-simulator-for-error-aware-programming/


#17 IonQがアプリケーションレベルのベンチマークを発
表、量子AIにおけるエネルギー効率の重要性を強調

概要

IonQは、ソリューション品質、解決時間、エネルギー対ソリューションの3つの指標
で量子システムを評価するアプリケーションレベルのベンチマークフレームワークを
発表しました。この記事は、AIスタックにおける量子コンピューティングの役割を決

定する上で、エネルギー効率が重要な変数であると主張しています。特に、ゲートエ
ラーが低いほど、1つの使用可能な論理量子ビットを生成するためにエラー訂正に費や
す物理量子ビットが少なくなり、これが量子システムの最大の隠れたエネルギーコス

トであると指摘しています。このフレームワークは、量子システムの真の性能と持続
可能性を評価するための新たな基準を提示します。

公開日 2026年06月25日  The Futurum Group  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティング企業のIonQは、量子システムの性能をより包括的に評価するた
めの新しいアプリケーションレベルのベンチマークフレームワークを発表しました。こ
のフレームワークは、単に量子ビット数やゲート忠実度だけでなく、「ソリューション
品質」「解決時間」「エネルギー対ソリューション」という3つの重要な指標を用いる
ことで、量子コンピューティングが人工知能（AI）スタックにおいて果たす役割を決定
する上で、エネルギー効率が極めて重要な変数であることを強調しています。特に、ゲ
ートエラー率が低いほど、単一の有用な論理量子ビットを生成するために必要な物理量
子ビットの数が減り、これが量子システムの「隠れた」最大のエネルギーコストとなる
ことが指摘されました。

技術・臨床詳細

IonQの新しいベンチマークフレームワークは、量子システムが実世界のアプリケーショ
ンにどれだけ効果的に対応できるかを測ることを目的としています。従来のベンチマー
クは、主にハードウェアの基礎的な性能指標（例：コヒーレンス時間、ゲート忠実度）
に焦点を当てていましたが、このフレームワークはアプリケーション層でのパフォーマ
ンスを評価します。具体的には、次の3つの指標を統合します。

ソリューション品質（Solution Quality）：特定の量子アルゴリズムによって得られ
る解の精度や最適性。

解決時間（Time to Solution）：問題を解決するために量子コンピューターが費やす
時間。

エネルギー対ソリューション（Energy per Solution）：1つの解決策を得るために消
費されるエネルギー量。

この「エネルギー対ソリューション」という指標が特に革新的です。量子エラー訂正
は、物理量子ビットのエラーを修正して安定した論理量子ビットを生成するために、多
数の物理量子ビットを必要とします。IonQの分析によれば、ゲートエラー率が高いシス
テムでは、1つの論理量子ビットを機能させるために数百から数千の物理量子ビットが
必要となり、これら全ての物理量子ビットを冷却し、操作するために多大なエネルギー
が消費されます。したがって、低いゲートエラー率は、物理量子ビットのオーバーヘッ
ドを削減し、結果的にエネルギー消費量を劇的に減らすことで、量子コンピューティン
グの持続可能性と経済性を向上させます。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野は、実用的な「量子アドバンテージ」の達成に向けて急速
に進化していますが、その性能評価には依然として課題が残されています。従来のベン
チマークは、ハードウェアのスペック競争になりがちでしたが、真のビジネス価値を評
価するには不十分でした。AI分野では、計算能力とエネルギー消費が常に重要な考慮事
項であり、量子コンピューティングがAIに統合される際には、そのエネルギー効率が持
続可能な発展のための鍵となります。IonQは、トラップドイオン方式の量子コンピュー
ターを開発する主要な企業であり、その技術は高いゲート忠実度で知られています。今
回のベンチマークフレームワークの発表は、量子コンピューティングの成熟度が高ま
り、より実用的な側面が重視されるようになった業界のトレンドを反映しています。

今後の展望

IonQの新しいベンチマークフレームワークは、量子AIを含む広範な量子アプリケーショ
ンにおいて、システムの選択と最適化の基準を再定義する可能性を秘めています。エネ
ルギー効率を重視するこのアプローチは、より持続可能で経済的な量子コンピューティ
ングソリューションの開発を促すでしょう。これにより、量子技術の早期導入と商業化
が加速されることが期待されます。投資家や企業は、量子コンピューターの真の価値と
環境への影響をより正確に評価できるようになり、技術選択と投資判断の精度が向上す
るでしょう。このフレームワークは、量子コンピューティングが「グリーンIT」の一部
として、エネルギー効率の高い次世代計算パラダイムとしての地位を確立する上で重要
な役割を果たすものと見られます。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#18 Forbes、AI・量子・生物・化学が融合する「新たな
コンピューティングエコシステム」の出現を解説

概要

Forbesの記事は、人工知能（AI）、量子コンピューティング、生物コンピューティン
グ、化学コンピューティングが融合し、新たな「コンピューティングエコシステム」
が出現していると解説しています。量子コンピューティングは、重ね合わせ、エンタ

ングルメント、干渉といった量子力学の原理を利用して、古典的な限界を超える情報
処理を行う能力により、独自の地位を占めています。IBMの「Loon」量子プロセッサ
ーやIonQの99.99%の2量子ビットゲート忠実度などの進展により、実用的な量子コン

ピューティングが予測よりも早く実現する可能性が示唆されており、この融合が今後
の技術革新の鍵となるでしょう。

公開日 2026年06月24日  Forbes  アメリカ



詳細

主要成果

Forbesの記事は、現代のコンピューティングランドスケープが根本的な変革期にあり、
人工知能（AI）、量子コンピューティング、生物コンピューティング、化学コンピュー
ティングという4つの異なるパラダイムが融合し、新たな「コンピューティングエコシ
ステム」を形成していると分析しています。このエコシステムにおいて、量子コンピュ
ーティングは、その独自の能力、すなわち量子力学の原理を利用した古典的な限界を超
える情報処理により、中心的な役割を果たすことが強調されています。

技術・臨床詳細

新たなコンピューティングエコシステムは、それぞれの技術の強みを組み合わせること
で、従来のコンピューターでは解決不可能な複雑な問題を解決することを目指していま
す。AIは、データのパターン認識と意思決定プロセスを強化し、生物コンピューティン
グは、DNAやタンパク質といった生体分子の自己組織化能力を利用した情報処理を探求
します。化学コンピューティングは、分子間の相互作用を直接計算に用いるアプローチ
です。この中で、量子コンピューティングは、重ね合わせ、エンタングルメント、干渉
といった量子力学の基本原理を情報処理に応用します。例えば、重ね合わせは、量子ビ
ットが同時に複数の状態を取りうることを意味し、これにより古典的なビットよりもは
るかに多くの情報を格納できます。エンタングルメントは、離れた量子ビットが相互に
絡み合い、一方の状態が決定されるともう一方の状態も即座に決定される現象で、超高
速な並列処理を可能にします。これらの原理を応用することで、量子コンピューター
は、大規模な最適化問題、分子シミュレーション、暗号解読などにおいて、古典コンピ
ューターの能力を指数関数的に上回る可能性を秘めています。記事は、IBMの「Loon」
量子プロセッサーや、IonQの2量子ビットゲートで99.99%という高忠実度達成といった
最近の技術進展に言及し、実用的な量子コンピューティングが当初の予測よりも早く実
現する可能性を示唆しています。



背景・業界文脈

現代社会が直面する課題（気候変動、新薬開発、複雑な金融モデリングなど）は、既存
のコンピューティング能力の限界を超え始めています。これまでのコンピューティング
の進歩は、主にトランジスタの小型化と集積化（ムーアの法則）によって牽引されてき
ましたが、物理的な限界に近づきつつあります。このような背景から、AIの進化に加
え、量子、生物、化学といった新しい計算パラダイムへの期待が高まっています。これ
らの技術はそれぞれ異なるアプローチを取りながらも、共通して、データの処理、分
析、および新しい洞察の生成において、既存のシステムを補完し、時には凌駕すること
を目指しています。このエコシステムの出現は、学術研究機関、テクノロジー企業、政
府機関が協力し、次世代の計算インフラを共同で構築しようとする動きを加速させるで
しょう。

今後の展望

AI、量子、生物、化学コンピューティングの融合は、科学技術、産業、そして社会全体
に計り知れない影響を与えるでしょう。この新たなコンピューティングエコシステム
は、新薬の発見を加速し、環境問題に対する革新的な解決策を提供し、より高度な人工
知能システムを実現する可能性があります。特に、量子コンピューティングは、その計
算能力が他の分野の技術と組み合わされることで、相乗効果を発揮し、より広範な問題
解決に貢献すると期待されます。投資家や技術開発者にとっては、この融合が示す新し
いビジネス機会と技術的フロンティアは非常に魅力的であり、今後の研究開発の方向性
と投資戦略を決定する上で重要な指針となるでしょう。この進化は、コンピューティン
グの未来を根本から変える可能性を秘めています。

元記事: https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/06/24/the-emerging-computing-ecosystem-ai-

quantum-biological-and-chemical/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/06/24/the-emerging-computing-ecosystem-ai-quantum-biological-and-chemical/
https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/06/24/the-emerging-computing-ecosystem-ai-quantum-biological-and-chemical/


#19 欧州委員会、将来の量子パートナーシップ構築に向け
た意見公募「Call for Evidence」を開始

概要

欧州委員会は、将来の共同事業（Joint Undertakings: JUs）に関する「Call for

Evidence」を開始し、欧州の量子コミュニティに将来の量子パートナーシップ形成へ
の意見提出を求めました。これは、EU、加盟国、産業界からのリソースをプールして

戦略的技術の研究とイノベーションを推進する欧州パートナーシップの次世代設計に
関するものです。この動きは、量子エコシステムが専用のガバナンス構造と予算を必
要とすることを明確にすることの重要性を強調しており、欧州が量子技術分野でのリ

ーダーシップを確立するための重要なステップです。

公開日 2026年06月24日  European Commission (Quantum Flagship)  欧州連合



詳細

主要成果

欧州委員会は、欧州の量子技術分野における将来の戦略的パートナーシップの形成に向
けて、「Call for Evidence（意見公募）」を開始しました。この公募は、EU、加盟国、
および産業界の間のリソースをプールして、量子コンピューティング、量子通信、量子
センシングなどの戦略的技術の研究とイノベーションを推進する「共同事業（Joint

Undertakings: JUs）」の次世代設計に関する意見を広く募るものです。この動きは、欧
州が量子エコシステムを強化し、グローバルな競争においてその地位を確立するための
重要な政策的イニシアティブとなります。

技術・臨床詳細

今回の「Call for Evidence」は、既存の欧州量子フラッグシッププログラムの成功を踏
まえ、将来の量子パートナーシップがどのようなガバナンス構造、資金調達メカニズ
ム、そして戦略的優先事項を持つべきかについての具体的な提案を求めるものです。特
に、量子エコシステムが長期的な持続可能性と競争力を確保するために、専用の予算と
独立したガバナンス構造を持つことの重要性が強調されています。これにより、研究開
発の連続性が確保され、技術移転が加速し、最終的には量子技術の商業化が促進される
ことが期待されます。量子コンピューティング分野では、耐障害性システムの開発、エ
ラー訂正技術の進歩、そして量子アルゴリズムの最適化が引き続き主要な焦点となりま
す。量子通信では、セキュアなネットワークの構築と長距離量子鍵配送（QKD）の実現
が目標とされ、量子センシングでは、医療診断、環境モニタリング、精密ナビゲーショ
ンへの応用が期待されています。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済成長、そして科学的発見において計り知れない可能性
を秘めているため、世界中で米国、中国、日本といった主要国が巨額の投資を行ってい
ます。欧州も、欧州量子フラッグシップを通じてこの分野への投資を進めてきました
が、より協調的で効率的なアプローチが求められています。共同事業（JUs）は、公的
資金と民間資金を組み合わせて、特定の技術分野で大規模な研究開発を推進するための
EUの重要なツールです。今回の意見公募は、欧州の量子コミュニティ（研究者、企業、
政策立案者）が一体となって、将来の量子戦略を形成するためのコンセンサスを構築す
る機会を提供します。



今後の展望

欧州委員会によるこの意見公募は、欧州の量子技術ロードマップにおける重要な政策的
節目となります。提出された意見は、将来の量子共同事業の設計に直接影響を与え、欧
州の量子エコシステムがどのように発展していくかを決定する上で大きな役割を果たす
でしょう。専用のガバナンスと予算が確立されれば、欧州は量子技術のイノベーション
と商業化をさらに加速させ、グローバルな量子競争におけるその地位を強化できると期
待されます。投資家にとっては、欧州連合が量子技術分野へのコミットメントを明確に
し、長期的な支援体制を構築しようとしていることを示すポジティブなシグナルであ
り、欧州市場での新たな投資機会が生まれる可能性を示唆しています。

元記事: https://qt.eu/news/2026/2026-06-24-future-europe-quantum-partnership-call-for-evidence

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://qt.eu/news/2026/2026-06-24-future-europe-quantum-partnership-call-for-evidence


#20 トランプ大統領、連邦政府機関にPQC移行期限を前倒
し設定：高価値資産は2030年末までに鍵確立、2031年末
までにデジタル署名

概要

トランプ大統領は、米国政府のPQC（ポスト量子暗号）への移行を加速する大統領令

を発令し、高価値資産における鍵確立の期限を2030年12月31日、デジタル署名の期限
を2031年12月31日と設定しました。また、連邦政府契約者には2030年末までにNISTの
FIPSに準拠することを義務付け、国家量子戦略も更新されました。この取り組みは、

進化する量子脅威から米国のサイバーセキュリティを保護することを目的としていま
す。今回の命令は、PQCの実装が計画段階から義務化へと移行したことを明確に示し
ています。

公開日 2026年06月23日  TechTarget  アメリカ



詳細

主要成果

トランプ大統領は、米国政府のポスト量子暗号（PQC）への移行を大幅に加速させる新
たな大統領令を発令しました。これにより、連邦政府機関および契約者に対し、高価値
資産におけるPQCの導入に具体的な期限が設定されました。鍵確立については2030年12

月31日まで、デジタル署名については2031年12月31日までの移行完了が義務付けられ
ます。この措置は、量子コンピューターによる既存の暗号システムへの脅威が現実化す
る前に、国家のサイバーセキュリティを確保するための緊急性を反映しています。

技術・臨床詳細

PQC移行の加速: 新しい大統領令は、これまで推奨事項であったPQC移行を、連邦政
府機関およびその契約者にとって拘束力のある義務へと変更しました。これは、国家
標準技術研究所（NIST）が選定したPQCアルゴリズム（ML-KEM、ML-DSA、SLH-
DSAなど）の広範な採用を促進します。

具体的期限の設定: 高価値資産（国家安全保障上重要と判断されるシステムやデー
タ）を対象に、鍵確立のためのPQC導入は2030年末、デジタル署名のためのPQC導
入は2031年末という具体的な期日が設けられました。これにより、移行プロセスの
透明性と進捗管理が強化されます。

NIST FIPS準拠の義務化: 連邦政府契約者も、2030年末までにNISTの連邦情報処理標
準（FIPS）に準拠したPQCを導入することが求められます。これは、サプライチェー
ン全体での量子耐性強化を目指すものです。

背景・業界文脈

量子コンピューターの進歩は、現在の公開鍵暗号システムを破る可能性があり、「収穫
してから解読する（harvest-now-decrypt-later）」という脅威モデルが現実のものとな
りつつあります。この脅威に先んじて、米国政府はPQCの開発と導入に国家的な優先順
位を置いてきました。今回の大統領令は、2022年の「量子コンピューティング時代にお
ける米国の情報システムを保護するための国家安全保障メモランダム」に続くもので、
PQCの準備段階から実際の導入段階へと戦略の焦点を移すものです。これにより、米国
は量子技術の競争において、特に中国との対抗上、リーダーシップを維持しようとして
います。



今後の展望

今回の行政命令は、連邦政府機関だけでなく、重要インフラ事業者を含む民間セクター
全体に対し、PQCへの移行を加速させる強力なシグナルとなります。PQC製品自体の市
場規模が拡大するだけでなく、既存の暗号インフラにPQC標準を導入するための移行費
用が大幅に増加すると予測されています。この動きは、サイバーセキュリティ業界全体
における量子耐性ソリューションの需要を大きく喚起し、関連技術の開発と導入を加速
させることでしょう。米国は2028年までに科学的に関連性のある量子コンピューターを
配備する目標も掲げており、PQCと量子コンピューティングの両面で国家的な取り組み
が強化されます。

元記事: https://www.cybersecuritydive.com/news/quantum-cryptography-white-house-executive-

order/823530/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cybersecuritydive.com/news/quantum-cryptography-white-house-executive-order/823530/
https://www.cybersecuritydive.com/news/quantum-cryptography-white-house-executive-order/823530/


#21 IQM Quantum Computersが「指向性タイルコード」
で量子誤り訂正にブレークスルー、論理エラー率を最大
1,000分の1に削減し耐障害性量子コンピューティングを実
現

概要

IQM Quantum Computersは、「指向性タイルコード」と呼ばれる量子誤り訂正
（QEC）における画期的な進歩を発表し、論理エラー率を従来の表面コードと比較し
て最大1,000分の1に削減しました。この技術は欧州の大学との共同開発で、IQMが

2030年までに大規模で耐障害性のある量子コンピューティングを達成するためのロー
ドマップの基礎を築きます。同社は、将来的には100万量子ビット規模への拡張と
Nasdaq上場を計画しており、量子コンピューティングの実用化に向けた大きな一歩と

なります。

公開日 2026年06月24日  IQM Quantum Computers (via businesswire.com / Newswires)  フィン
ランド



詳細

主要成果

IQM Quantum Computersは、量子誤り訂正（QEC）技術において画期的な「指向性タ
イルコード」を開発し、論理エラー率を従来の表面コードに比べて最大1,000分の1に削
減することに成功しました。このブレークスルーは、大規模な耐障害性量子コンピュー
ターの実現に向けたIQMのロードマップにおける重要なマイルストーンであり、量子コ
ンピューティングの商用化を大きく加速させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

指向性タイルコードによるエラー率改善: IQMが開発した「指向性タイルコード」
は、量子ビットの相互作用を効率的に利用し、量子情報の喪失やエラー伝播を効果的
に抑制する新しいQEC手法です。従来の表面コードは量子誤り訂正の標準的なアプロ
ーチの一つですが、IQMの新しいコードは、エラー率を最大1,000倍も低減するとい
う大幅な性能向上を達成しました。これにより、より安定した論理量子ビットの運用
が可能となり、実用的な量子アルゴリズムの実行に不可欠な信頼性を高めます。

フォールトトレラントコンピューティングへの道: この技術的進歩は、IQMが掲げる
「2030年までに大規模なフォールトトレラント（耐障害性）量子コンピューティン
グを実現する」という目標の基礎となります。フォールトトレラント量子コンピュー
ターは、個々の物理量子ビットに発生するエラーを効率的に訂正することで、長時間
の複雑な計算を正確に実行できるシステムを指します。

欧州の大学との協業: このブレークスルーは、欧州の主要大学との緊密な協力のもと
に達成されました。学術研究機関との連携は、基礎研究から応用開発への橋渡しを強
化し、革新的な技術の迅速な実用化に貢献しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、現在の古典的なコンピューターでは解決困難な問題に対す
る潜在的なソリューションとして大きな注目を集めていますが、量子ビットのデリケー
トな性質上、エラー発生は避けられない課題です。このため、誤り訂正技術は、実用的
な量子コンピューターを構築するための最も重要な研究分野の一つです。IQMのような
欧州の企業がこの分野で世界をリードする成果を出すことは、欧州が量子技術開発にお
ける重要なプレイヤーであることを示しています。量子コンピューターの性能向上は、
医薬品開発、材料科学、金融モデリングなど多岐にわたる産業分野に変革をもたらすで
しょう。

今後の展望

IQMは、今回の技術的成果を基盤として、100万量子ビット規模へのスケーリングを目
指しており、これにより商用利用可能な大規模量子コンピューターの実現を視野に入れ
ています。また、Nasdaq上場への準備を進めていることも明らかにしており、これは
同社の成長戦略と、投資家からの期待の高さを物語っています。指向性タイルコードの
導入は、量子コンピューティングが研究段階から実用段階へと移行する上で決定的な役
割を果たす可能性があり、今後の進展が大きく期待されます。

元記事: https://itdigest.com/computer-science/quantum-computing/iqm-achieves-milestone-in-

quantum-error-correction-enabling-fault-tolerant-computing/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://itdigest.com/computer-science/quantum-computing/iqm-achieves-milestone-in-quantum-error-correction-enabling-fault-tolerant-computing/
https://itdigest.com/computer-science/quantum-computing/iqm-achieves-milestone-in-quantum-error-correction-enabling-fault-tolerant-computing/


#22 Qubicが量子信号増幅器の商業化に向け250万米ドル
のシード資金を調達

概要

シャーブルックを拠点とする量子ハードウェア企業Qubicは、量子コンピューティング
向けの極低温信号増幅器の商業化を目指し、250万米ドルのシード資金を調達しまし
た。Two Small Fish Venturesが主導したこの投資は、増幅器の開発完了、製造規模の拡

大、そして無線周波数量子センシングプラットフォームの構築を支援します。Institut

quantiqueとウォータールー大学のスピンオフ企業であるQubicは、これまで総額で約
1,000万カナダドル近い資金を確保しています。

公開日 2026年06月23日  BetaKit  カナダ



詳細

主要成果

カナダの量子ハードウェア企業Qubicは、量子コンピューティングの性能向上に不可欠
な極低温信号増幅器の商業化に向けて、250万米ドルのシード資金を調達しました。こ
の資金調達は、量子システムの効率とスケーラビリティを向上させるための重要なステ
ップであり、同社が製品開発を加速し、市場での存在感を確立する上で決定的な役割を
果たします。

技術・臨床詳細

極低温信号増幅器: Qubicが開発しているのは、極めて低い温度環境（通常、絶対零
度近く）で動作する信号増幅器です。量子コンピューターの量子ビットは非常にデリ
ケートであり、外部からのノイズに敏感なため、量子ビットの状態を読み出す際には
微弱な信号を高精度に増幅する必要があります。極低温環境下で動作する増幅器は、
ノイズを最小限に抑えつつ、量子信号の忠実な読み出しを可能にします。

開発と製造のスケーリング: 調達された資金は、増幅器の開発を最終段階に進めるた
めに使用されます。さらに、商業化を見据えた製造プロセスのスケーリングにも投資
され、量産体制の確立が目指されます。これにより、量子コンピューティング業界全
体への部品供給能力が高まります。

無線周波数量子センシングプラットフォーム: Qubicは、増幅器技術を応用して、無
線周波数（RF）量子センシングプラットフォームの構築も計画しています。これ
は、医療診断、地質調査、セキュリティなど、量子センシングが革新をもたらす可能
性のある多様な分野への応用を目指すものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その計算能力のポテンシャルから大きな注目を集めていま
すが、システム構築には高度なハードウェア技術が不可欠です。特に、量子ビットの繊
細な状態を維持しつつ、正確に制御・測定するための周辺機器は、システムの性能を大
きく左右します。Qubicのような専門企業が提供する極低温信号増幅器は、量子コンピ
ューターの「縁の下の力持ち」として、フォールトトレラント量子コンピューティング
の実現に向けたボトルネックを解消する上で重要な役割を担います。カナダは、Institut
quantiqueやウォータールー大学のような研究機関を擁し、量子技術開発において世界
的に評価されています。



今後の展望

今回の資金調達により、Qubicは極低温信号増幅器の商業化を加速させ、量子コンピュ
ーティングハードウェア市場における主要サプライヤーの一つとなる可能性を秘めてい
ます。製造規模の拡大は、量子コンピューター開発企業にとって不可欠な高品質コンポ
ーネントの安定供給を可能にし、業界全体の成長に貢献します。さらに、量子センシン
グ分野への進出は、同社の技術が量子コンピューティング以外の幅広い応用分野にも展
開できることを示しており、今後の事業拡大が注目されます。

元記事: https://betakit.com/qubic-raises-2-5-million-usd-to-commercialize-quantum-signal-amplifiers/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://betakit.com/qubic-raises-2-5-million-usd-to-commercialize-quantum-signal-amplifiers/


#23 EAGLYS、三井物産、Quantinuumが量子耐性データ
分析AIプラットフォームを共同構築：量子由来の暗号鍵で
データセキュリティを強化

概要

EAGLYS、三井物産、Quantinuumは、量子耐性のあるデータ分析およびAIプラットフ

ォームを共同で構築すると発表しました。この「DataArmor」プラットフォームは、
格子暗号に基づく完全準同型暗号技術とQuantinuumの「Quantum Origin」を統合
し、量子コンピューティング攻撃に対する保護を強化します。Quantum Originは、量

子コンピューターが生成する真の乱数を利用して暗号鍵のセキュリティを飛躍的に向
上させる技術です。この協力は、多様な産業における安全なデータとAIモデルの共有
を可能にし、イノベーションを加速させることを目指します。

公開日 2026年06月22日  Quantinuum / HPE  日本



詳細

主要成果

日本の EAGLYS、三井物産、および米英の量子コンピューティング企業である
Quantinuumは、量子コンピューターによる攻撃からデータを保護するための量子耐性
データ分析・AIプラットフォームを共同で開発すると発表しました。この連携は、次世
代のサイバーセキュリティを確保し、多様な産業における機密データの安全な活用を促
進する上で重要な意味を持ちます。

技術・臨床詳細

DataArmorプラットフォーム: この共同開発の中心となるのは、EAGLYSが提供する
「DataArmor」プラットフォームです。DataArmorは、機密データを暗号化したまま
分析やAI処理を実行できる完全準同型暗号（FHE）技術を基盤としています。これに
より、データが第三者やクラウド上で処理される際も、元の情報が露呈するリスクを
大幅に低減します。

格子暗号ベースのFHE: DataArmorに採用されているFHEは、格子暗号（Lattice-based

cryptography）と呼ばれるPQC（ポスト量子暗号）の有力候補技術の一つに基づいて
います。格子暗号は、量子コンピューターが現在の古典的な暗号アルゴリズムを破る
可能性があるのに対し、数学的な困難性に基づく堅牢性を持つとされています。

Quantum Originによる鍵強化: Quantinuumの「Quantum Origin」技術は、プラット
フォームの暗号鍵生成プロセスに量子コンピューター由来の真の乱数（量子乱数）を
供給します。古典的な乱数発生器とは異なり、量子乱数はその予測不可能性において
究極のレベルを提供するため、暗号鍵の強度を飛躍的に高め、将来的な量子コンピュ
ーティングによる解読リスクに対しても極めて高い耐性を持たせることができます。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの進歩は、現在の公開鍵暗号システムに壊滅的な脅威をもたら
す可能性があり、「量子暗号リセット」と呼ばれる大規模な移行が世界中で求められて
います。金融、医療、防衛といった機密性の高いデータを扱う産業では、この量子脅威
からデータを保護する対策が喫緊の課題となっています。特に、暗号化されたままデー
タ処理を行うFHEは、プライバシー保護とデータ活用を両立させる技術として期待が高
まっており、量子耐性を持たせることでその価値はさらに増大します。この日米欧にま
たがる企業連携は、グローバルなPQC導入を加速させる上でも重要な意味を持ちます。



今後の展望

この量子耐性データ分析AIプラットフォームの構築は、企業が機密性の高い情報やAIモ
デルを、将来的な量子コンピューティングによる攻撃の脅威にさらされることなく、安
全に共有・分析できるようになることを意味します。これにより、産業横断的なイノベ
ーションが加速し、特にデータ駆動型ビジネスモデルの発展に大きく貢献するでしょ
う。将来的には、より広範なPQC技術の採用と、量子コンピューティングがもたらす新
たなセキュリティ課題への対応が、サイバーセキュリティ業界の主要なトレンドとなる
ことが予想されます。

元記事: https://www.quantinuum.com/press-releases/eaglys-mitsui-and-quantinuum-collaborate-to-

build-a-quantum-resistant-data-analytics-ai-platform-using-quantum-computing-hardened-encryption-

keys

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/press-releases/eaglys-mitsui-and-quantinuum-collaborate-to-build-a-quantum-resistant-data-analytics-ai-platform-using-quantum-computing-hardened-encryption-keys
https://www.quantinuum.com/press-releases/eaglys-mitsui-and-quantinuum-collaborate-to-build-a-quantum-resistant-data-analytics-ai-platform-using-quantum-computing-hardened-encryption-keys
https://www.quantinuum.com/press-releases/eaglys-mitsui-and-quantinuum-collaborate-to-build-a-quantum-resistant-data-analytics-ai-platform-using-quantum-computing-hardened-encryption-keys


#24 SCIレポートが創薬における量子シミュレーションを
「世界を変える」10大科学ブレークスルーの一つとして強
調

概要

SCIのレポートが、創薬における量子シミュレーションモデルを、実世界への影響が近

い10大科学ブレークスルーの一つとして強調しました。この物理原理から分子挙動を
モデル化する技術は、量子創薬市場の価値を過去5年間で倍増させ、主要な製薬パート
ナーシップから早期導入データが得られています。レポートは、パートナーシップか

らパイプライン開発への移行には、共有された検証基準と規制枠組みの必要性を強調
しています。この進歩は、医薬品開発のプロセスを根本から変える可能性を秘めてい
ます。

公開日 2026年06月24日  SCI  グローバル



詳細

主要成果

SCIの最新レポートが、創薬分野における量子シミュレーションモデルを、今後世界を
変革する可能性を持つ10大科学ブレークスルーの一つとして選出しました。この技術
は、物理原理に基づいて分子の挙動を高精度にモデル化する能力を持ち、過去5年間で
量子創薬市場の価値を倍増させる原動力となっています。すでに大手製薬企業とのパー
トナーシップを通じて、早期の導入データが取得され始めています。

技術・臨床詳細

物理原理に基づく分子モデリング: 量子シミュレーションは、原子や分子がどのよう
に相互作用するかを量子力学の基本法則に基づいて計算します。これにより、従来の
計算手法では不可能だった複雑な分子系の挙動を、高い精度で予測することが可能に
なります。医薬品開発においては、候補化合物の結合親和性、安定性、反応性などを
正確に評価することで、薬剤設計の効率を飛躍的に向上させます。

市場価値の倍増と早期導入データ: 量子シミュレーション技術の進展は、創薬市場に
大きな経済的影響を与えています。過去5年間で市場価値が倍増したことは、その技
術的成熟度と商業的ポテンシャルの高まりを示唆しています。複数の製薬大手は、量
子技術企業との協業により、実際に薬剤候補のスクリーニングや最適化プロセスに量
子シミュレーションを導入し、有望な初期データを収集しています。

課題と必要とされるフレームワーク: レポートは、この有望な技術が研究段階のパー
トナーシップから本格的な医薬品パイプライン開発へと移行するためには、技術の共
有された検証基準と、業界全体で適用可能な規制枠組みの確立が不可欠であると指摘
しています。これにより、量子シミュレーションの信頼性と再現性が保証され、臨床
試験への道のりがスムーズになります。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、膨大な時間とコストを要し、成功率も低いという課題を抱えて
います。量子コンピューティングは、これらの課題を克服するための強力なツールとし
て期待されており、特に初期の化合物スクリーニングやメカニズム解明において、これ
までにない洞察を提供することができます。製薬業界が量子技術に注目し、積極的に投
資している背景には、新薬開発のスピードアップとコスト削減、そして治療困難な疾患
に対する新たなソリューションへの期待があります。



今後の展望

量子シミュレーションの進展は、創薬におけるデジタル変革の最前線に位置づけられま
す。共有された検証基準と規制枠組みが整備されれば、この技術は医薬品開発の全段階
でさらに広範に採用されるでしょう。これにより、より安全で効果的な薬剤が、より迅
速に患者に届けられるようになり、医療の未来を大きく変える可能性があります。ま
た、量子技術とAI、機械学習との融合は、創薬における新たなイノベーションの波を生
み出すことが期待されます。

元記事: https://www.soci.org/news/2026/6/ten-scientific-advances-getting-ready-to-change-the-world

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.soci.org/news/2026/6/ten-scientific-advances-getting-ready-to-change-the-world


#25 米国NSFが国家量子仮想研究所設計コンペで5つの追
加チームを選定、量子技術開発に2,000万ドルを授与

概要

米国国立科学財団（NSF）は、国家量子仮想研究所プログラムの一環として、実験的
な量子技術を設計する5つの追加チームを選定し、総額2,000万ドルを授与しました。
これらのプロジェクトは、量子情報ネットワークから先進的なセンサーまで、実用的

な量子技術の開発を目指し、センサー、ネットワーク、コンピューターを統合しま
す。選ばれたチームは20州にまたがり、ボーイング、ハネウェル、IonQ、NVIDIA、
Quantinuumなどの連邦政府および産業パートナーを含み、今後2年間で開発計画を具

体化する予定です。

公開日 2026年06月24日  National Science Foundation (NSF)  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立科学財団（NSF）は、国家量子仮想研究所（NQVL）プログラムの次期フェー
ズとして、実験的な量子技術を設計する5つの追加チームを選定し、総額2,000万ドル
（約28億円）の資金を授与しました。この重要な投資は、量子情報ネットワーク、高精
度センサー、および分散型量子コンピューターシステムの統合された開発を加速させる
ことを目的としています。

技術・臨床詳細

NQVLプログラムの目的: NQVLプログラムは、複数の研究機関、政府機関、産業界が
連携して、量子技術の設計、開発、テストを行うための仮想プラットフォームを構築
することを目指しています。今回の資金提供を受けた5つのプロジェクトは、このビ
ジョンを具体化するための多様なアプローチを追求します。

統合型量子技術の開発: 選定されたプロジェクトは、量子センサー、量子ネットワー
ク、量子コンピューターといった異なる量子モダリティを統合し、実用的なアプリケ
ーションへと結びつけることに焦点を当てています。例えば、遠隔地にある量子デバ
イス間での安全な情報伝達、環境モニタリングのための高感度センサー、または分散
型量子計算のためのアーキテクチャなどが含まれます。

産学官連携の強化: 20州にまたがる大学、そしてボーイング、ハネウェル、IonQ、
NVIDIA、Quantinuumといった主要な産業界のパートナーが参画することで、基礎研
究から応用、そして商業化への経路が強化されます。これにより、学術的な発見が迅
速に実用的な技術へと転換されることが期待されます。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済成長、科学的発見における次のフロンティアとして、
世界中で戦略的投資が行われています。米国は、国家量子イニシアチブ（NQI）の下、
量子コンピューティングのリーダーシップを確立するために積極的な政策を推進してお
り、NQVLはその中核的な構成要素の一つです。物理的な中央施設に依存せず、分散さ
れた専門知識とリソースを仮想的に連結するアプローチは、地理的制約を超えて広範な
コラボレーションを可能にし、イノベーションの加速に寄与します。



今後の展望

今後2年間で、選定されたチームは、開発計画を具体化し、将来の実装に向けた設計を
洗練させる予定です。これらの取り組みは、量子技術の実用化を大きく前進させ、医薬
品開発、材料科学、精密計測、安全な通信といった多岐にわたる分野で新たな能力を解
き放つことが期待されます。NQVLプログラムは、米国の量子エコシステムを強化し、
次世代の量子技術を牽引する人材の育成にも貢献するでしょう。

元記事: https://www.nsf.gov/news/nsf-selects-five-additional-teams-national-quantum-virtual

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nsf.gov/news/nsf-selects-five-additional-teams-national-quantum-virtual


#26 IBMが量子コンピューティングに100億ドルを投資、
2029年までに耐障害性量子コンピューター「IBM
Quantum Starling」を計画

概要

IBMは、量子コンピューティング分野に今後5年間で100億ドルを投資すると発表しま

した。この巨額な投資は、研究開発、製造、M&A、エコシステム拡張に充てられ、
2029年までに世界初のスケーラブルな耐障害性量子コンピューター「IBM Quantum

Starling」の実現を目指します。IBMのロードマップは、2029年までに現在のシステム

と比較して20,000倍以上の量子操作を達成し、さらに「IBM Quantum Blue Jay」では
2,000量子ビットで10億操作を目標とするなど、大規模な耐障害性量子コンピューティ
ングに重点を置いています。

公開日 2026年06月23日  Efficiently Connected  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、量子コンピューティング分野に今後5年間で100億ドル（約1.4兆円）という巨額
な戦略的投資を行うことを発表しました。この投資は、2029年までに世界初の大規模で
耐障害性を持つ量子コンピューター「IBM Quantum Starling」を開発するという野心的
な目標を掲げています。これは、量子コンピューティングの商用化と実用化に向けた
IBMのコミットメントを示すものであり、業界全体の大きな進展を促すでしょう。

技術・臨床詳細

投資の内訳と目的: 100億ドルの投資は、量子コンピューティングの研究開発、製造
能力の強化、戦略的M&A、そして広範なエコシステムの拡張に充てられます。これ
により、IBMはハードウェア、ソフトウェア、そしてアプリケーションの各層で技術
リーダーシップを確立することを目指します。

「IBM Quantum Starling」の目標性能: 2029年までに実現を目指す「IBM Quantum

Starling」は、現在のシステムと比較して20,000倍以上の量子操作（QuOp）を達成す
ることを目標としています。この大幅な性能向上は、量子コンピューターがより複雑
な問題をより高速かつ正確に解決できるようになることを意味します。

「IBM Quantum Blue Jay」のロードマップ: さらに、IBMのロードマップでは、
「IBM Quantum Blue Jay」において2,000量子ビットで10億操作（1 GigaQuOp）を達
成するという目標も掲げられています。これは、フォールトトレラント量子コンピュ
ーティングの実現に向けた具体的なステップであり、大規模なエラー訂正技術と高性
能な量子プロセッサの開発が不可欠となります。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリング、人工知能など、
様々な分野で革新的なブレークスルーをもたらす可能性を秘めたフロンティア技術で
す。IBMは、長年にわたり量子コンピューティングの研究を牽引してきた企業であり、
量子ハードウェアの構築からソフトウェア開発、そして量子エコシステムの育成まで、
包括的なアプローチをとっています。今回の大型投資は、世界的な量子技術開発競争が
激化する中で、IBMがリーダーシップを確固たるものにしようとする戦略的な動きと見
ることができます。耐障害性（フォールトトレラント）量子コンピューティングは、実
用的な応用を実現するための最も重要な課題の一つであり、IBMのこの分野への注力は
業界の方向性を決定づけるものとなるでしょう。

今後の展望

IBMの100億ドル投資は、量子コンピューティングの未来を形作る上で重要な役割を果
たすと予想されます。特に、耐障害性量子コンピューターの実現に向けた具体的なロー
ドマップは、研究開発コミュニティと産業界に明確な方向性を示すものです。これによ
り、量子技術の商業化が加速し、数年内には実用的な量子アプリケーションが次々と登
場することが期待されます。IBMのこの取り組みは、量子コンピューティングが社会に
もたらす変革の速度と規模を決定づける要因となるでしょう。

元記事: https://www.efficientlyconnected.com/ibm-bob-agentic-ai-quantum-strategy-2026/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.efficientlyconnected.com/ibm-bob-agentic-ai-quantum-strategy-2026/


#27 オハイオ州立大学主導チーム、NSFから400万ドルの
フェーズII賞を受賞し、国家量子仮想研究所プログラムで
分散型エンタングルメント量子センシングを推進

概要

オハイオ州立大学主導のチームが、米国国立科学財団（NSF）から「分散型エンタン

グルメント量子センシングによる化学特性測定（DQS-CP）」プロジェクトに対し、
400万ドルの2年間フェーズII設計賞を受賞しました。この資金は、国家量子仮想研究
所（NQVL）プログラムの一環として、実世界アプリケーション向けの柔軟な量子セン

シングプラットフォームの開発を促進します。プロジェクトは、QuSTEAMおよび
QuantCADとの提携を通じて、量子技術の人材育成も重視しています。

公開日 2026年06月25日  Ohio State University News  アメリカ



詳細

主要成果

オハイオ州立大学が主導する研究チームは、米国国立科学財団（NSF）から「分散型エ
ンタングルメント量子センシングによる化学特性測定（DQS-CP）」プロジェクトに対
して、400万ドル（約5.6億円）の2年間フェーズII設計賞を獲得しました。この資金は、
国家量子仮想研究所（NQVL）プログラムの一環として、実世界での応用が可能な柔軟
かつ高精度な量子センシングプラットフォームの開発を加速させるためのものです。

技術・臨床詳細

分散型エンタングルメント量子センシング（DQS-CP）: このプロジェクトは、量子
のもつれ（エンタングルメント）を利用して、複数のセンサーを分散配置し、広範囲
または複雑な環境における化学的特性をこれまでにない精度で測定することを目指し
ています。従来の方法では検出困難だった微細な化学変化や汚染物質の特定が可能に
なることが期待されます。

柔軟な量子センシングプラットフォーム: 開発されるプラットフォームは、様々な種
類の化学物質や環境条件下での測定に対応できるよう、高い柔軟性を持つように設計
されています。これは、医療診断、環境モニタリング、産業プロセス制御など、幅広
い分野での実用化を見据えたものです。

人材育成への貢献: DQS-CPプロジェクトは、QuSTEAMおよびQuantCADとの戦略的
パートナーシップを通じて、次世代の量子技術人材の育成にも貢献します。教育機関
との連携により、学生や研究者に実践的な経験の機会を提供し、量子分野の労働力不
足解消を目指します。

背景・業界文脈

量子センシング技術は、重力、磁場、時間、そして化学組成といった物理量を、これま
でにない精度で計測する可能性を秘めています。これは、基礎科学研究の推進だけでな
く、自動運転、医療診断、資源探査、国防といった実用分野に革命をもたらすことが期
待されています。米国は、国家量子イニシアチブ（NQI）の下、量子技術におけるリー
ダーシップを確立するために、NSFのような連邦機関を通じて大規模な投資を行ってい
ます。NQVLプログラムは、この戦略の一環として、分散された専門知識とインフラを
結集し、量子技術の早期実用化を目指すものです。



今後の展望

今回のフェーズII資金提供により、DQS-CPプロジェクトは、その概念設計を具体的なシ
ステム開発へと進めることになります。この量子センシングプラットフォームが成功す
れば、微量物質の検出、疾病の早期診断、新素材の特性評価など、様々な科学的・産業
的課題の解決に貢献するでしょう。特に、分散型エンタングルメントセンシングの実現
は、量子インターネットのような将来の量子インフラとも連携し、さらに強力な応用を
可能にする基盤となることが期待されます。このプロジェクトは、米国の量子エコシス
テムの発展と国際競争力の強化に不可欠な役割を果たすでしょう。

元記事: https://news.osu.edu/ohio-stateled-team-secures-nsf-award-to-advance-to-next-phase-of-the-

national-quantum-virtual-laboratory-program/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.osu.edu/ohio-stateled-team-secures-nsf-award-to-advance-to-next-phase-of-the-national-quantum-virtual-laboratory-program/
https://news.osu.edu/ohio-stateled-team-secures-nsf-award-to-advance-to-next-phase-of-the-national-quantum-virtual-laboratory-program/


#28 PitchBookレポート：量子コンピューティング企業が
2025年に過去最高の39億ドルを調達、投資が加速

概要

PitchBookのレポートによると、量子コンピューティング企業は2025年に127件の取引
で過去最高の39億ドルものベンチャーキャピタル（VC）資金を調達しました。信頼性
の課題に取り組むエンジニアの努力に伴い、この分野への投資が大幅に増加している

傾向が示されています。特筆すべきは、Quantinuumの8億3,890万ドル規模のSeries B

ラウンドや、PsiQuantumの10億ドル規模の資金調達など、大規模な投資ラウンドが実
施されたことです。2026年第1四半期にも大きな流動性イベントが見られます。

公開日 2026年06月26日  PitchBook  アメリカ



詳細

主要成果

PitchBookの最新レポートは、量子コンピューティング分野への投資がかつてないほど
加速していることを明らかにしました。2025年には、量子コンピューティング企業が
127件の取引を通じて、過去最高の39億ドルものベンチャーキャピタル（VC）資金を調
達しました。これは、量子コンピューティングが研究段階から商用化段階へと移行しつ
つあることを強く示唆しています。

技術・臨床詳細

投資額の急増: 2025年の39億ドルという調達額は、前年と比較して大幅な増加を示し
ており、特にベンチャー・グロース投資が顕著に伸びています。これは、初期段階の
スタートアップだけでなく、成熟段階に差し掛かった企業にも大規模な資金が投じら
れていることを意味します。

信頼性課題への取り組み: レポートは、この投資の増加が、エンジニアリングコミュ
ニティが量子コンピューターの信頼性と安定性の課題に真剣に取り組んでいることに
伴うものであると指摘しています。特に、エラー訂正技術の進歩や、システムの忠実
度（Fidelity）向上への努力が評価されています。

主要な資金調達ラウンド:

Quantinuum: 8億3,890万ドルという巨額のSeries Bラウンドを完了し、量子コン
ピューターの開発と商業化を加速させています。

PsiQuantum: 10億ドルもの大規模な資金調達を実現し、ユーティリティスケール
でフォールトトレラントな量子コンピューターの開発を目指しています。

2026年第1四半期の動向: 2026年第1四半期にも、複数の企業で大規模な流動性イベ
ント（例えば、上場やM&A）が発生しており、市場の活況が続いています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリング、人工知能といっ
た分野に革命をもたらす可能性を秘めている一方で、その複雑さと技術的な不確実性か
ら、これまで大規模な投資は限定的でした。しかし、技術的なブレークスルーが相次
ぎ、特に量子ビットの安定性向上とエラー訂正技術の進展により、実用化への期待が高
まっています。各国政府も、国家安全保障と経済競争力強化の観点から量子技術への投
資を強化しており、これが民間投資をさらに呼び込む好循環を生み出しています。

今後の展望

量子コンピューティング分野への記録的な投資は、今後数年間で、より強力で安定した
量子コンピューターの開発が加速されることを示唆しています。これにより、特定の産
業における量子優位性（quantum advantage）の実現が早まり、新たな製品やサービス
が市場に登場するでしょう。ハードウェア、ソフトウェア、そしてアプリケーション開
発の各層でイノベーションが進み、量子コンピューティングは、これまでの科学技術の
限界を押し広げ、社会に大きな変革をもたらす主要な技術となることが期待されます。

元記事: https://pitchbook.com/news/articles/inside-quantum-computings-record-setting-investment-

run

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pitchbook.com/news/articles/inside-quantum-computings-record-setting-investment-run
https://pitchbook.com/news/articles/inside-quantum-computings-record-setting-investment-run


#29 SandboxAQがホワイトハウスの大統領令を支持：ポ
スト量子暗号の導入が国家安全保障の段階へ移行

概要

SandboxAQは、連邦政府のNIST標準化ポスト量子暗号（PQC）への移行を義務付ける
ホワイトハウスの大統領令への支持を表明しました。この命令は、政府機関に対し30

日以内にPQC移行責任者を任命し、高価値資産を棚卸しし、PQC実装の特定のタイム

ラインを遵守するよう求めています。このイニシアチブは、民間セクターの政府契約
者にも適用され、量子安全なセキュリティを積極的に展開する広範な業界シフトを意
味します。

公開日 2026年06月23日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

サイバーセキュリティ企業SandboxAQは、米国連邦政府がNIST（国家標準技術研究
所）によって標準化されたポスト量子暗号（PQC）への移行を義務付けるホワイトハウ
スの大統領令に対し、強い支持を表明しました。この命令は、PQCの実装が計画段階か
ら国家安全保障上の必須事項として実行段階へと移行したことを明確に示しています。

技術・臨床詳細

大統領令の主要要件: 大統領令は、連邦政府機関に対し、署名から30日以内にPQC移
行責任者を任命し、自機関の高価値資産（国家安全保障上重要と判断されるシステム
やデータ）をリストアップすることを義務付けています。さらに、鍵確立とデジタル
署名に関するPQCの実装について、それぞれ2030年末と2031年末という具体的なタ
イムラインが設定されています。

PQC移行の加速: この命令は、NISTが選定したPQCアルゴリズム（ML-KEM、ML-

DSA、SLH-DSAなど）の広範な採用を促進し、量子コンピューターが現在の公開鍵暗
号システムを破る可能性に先んじて、国家のサイバーインフラを保護することを目指
します。

民間セクターへの波及: 大統領令の適用範囲は、連邦政府機関だけでなく、連邦政府
と契約する民間セクターの企業にも及びます。これにより、政府のサプライチェーン
全体での量子耐性セキュリティが確保され、広範な産業界にPQC導入の緊急性と必要
性が伝わります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの進歩は、現在のデジタル通信やデータセキュリティの基盤を
揺るがす潜在的な脅威となっています。特に、ショアのアルゴリズムのような量子アル
ゴリズムは、現在の公開鍵暗号を容易に破ることが可能であるとされています。このた
め、米国政府は長年にわたり、PQCの研究開発と標準化に投資してきました。今回の大
統領令は、この取り組みの集大成であり、PQCを国家安全保障の優先課題として位置づ
け、その導入を加速させるための最高レベルのコミットメントを示しています。



今後の展望

SandboxAQのようなPQCソリューションプロバイダーにとって、この大統領令は市場機
会の拡大を意味します。政府機関とその契約者は、今後数年間で大規模なPQC移行プロ
ジェクトに着手することになり、これによりPQC関連のハードウェア、ソフトウェア、
コンサルティングサービスの需要が急増するでしょう。また、この動きは、金融、医
療、エネルギーといった重要インフラ産業にも波及し、グローバルなサイバーセキュリ
ティ環境における量子安全なソリューションの採用を加速させることが期待されます。
PQCの実装は、単なる技術的アップグレードではなく、デジタル社会の信頼性を未来に
わたって維持するための不可欠な戦略となります。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/sandboxaq-supports-white-house-executive-order-

as-post-quantum-cryptography-moves-to-implementation-for-national-security-302807077.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/sandboxaq-supports-white-house-executive-order-as-post-quantum-cryptography-moves-to-implementation-for-national-security-302807077.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/sandboxaq-supports-white-house-executive-order-as-post-quantum-cryptography-moves-to-implementation-for-national-security-302807077.html


#30 QuantinuumとHPEが量子-HPC統合で戦略的提携を
発表、ハイブリッド量子古典ソリューションで企業向け科
学・産業発見を加速

概要

Quantinuumは、HPE（ヒューレット・パッカード・エンタープライズ）との戦略的提

携を発表しました。この提携は、量子コンピューティングと高性能コンピューティン
グ（HPC）およびAIインフラを統合することを目的としています。ハイブリッドリフ
ァレンスアーキテクチャの開発と、ハイブリッド量子古典ソリューションを求める企

業顧客向けアプリケーションワークフローの検証を通じて、科学的および産業的発見
を加速させることが目標です。量子プロセッサと古典的なスーパーコンピューティン
グおよびAIの強みを組み合わせることで、新たなブレークスルーが期待されます。

公開日 2026年06月22日  Quantinuum  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるQuantinuumは、高性能コン
ピューティング（HPC）とAIの世界的リーダーであるHPE（ヒューレット・パッカー
ド・エンタープライズ）との戦略的提携を発表しました。この提携は、量子コンピュー
ティングを既存のHPCおよびAIインフラと統合し、ハイブリッド量子古典コンピューテ
ィング（HQCC）ソリューションを企業顧客に提供することで、科学的および産業的発
見を加速させることを目的としています。

技術・臨床詳細

ハイブリッドリファレンスアーキテクチャの開発: QuantinuumとHPEは、量子コンピ
ューターと古典的なHPCおよびAIシステムをシームレスに連携させるためのハイブリ
ッドリファレンスアーキテクチャを共同で開発します。これにより、ユーザーは各プ
ラットフォームの長所を最大限に活用し、最適化された計算リソースを利用できるよ
うになります。

アプリケーションワークフローの検証: 提携の重要な側面は、企業顧客が直面する具
体的な課題に対して、HQCCソリューションがどのように実用的な価値を提供できる
かを検証するアプリケーションワークフローの開発です。これには、化学シミュレー
ション、材料科学、金融モデリング、機械学習など、量子コンピューティングの恩恵
を大きく受けうる分野が対象となります。

HPCと量子プロセッサの融合: 量子コンピューターは、特定の種類の問題に対して強
力な計算能力を発揮しますが、複雑なデータ処理や大規模なタスクには依然として
HPCが不可欠です。本提携は、量子プロセッサが最も適した計算を実行し、その結果
をHPCが処理・分析する「ハイブリッド」なアプローチを推進することで、全体の計
算効率と問題解決能力を最大化します。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その潜在能力が認識されつつありますが、現行の量子デバ
イスはノイズが多く、スケーラビリティに課題があるため、単独で複雑な実用問題を解
決することは困難です。そこで、量子プロセッサのユニークな能力と、古典的なスーパ
ーコンピューターの堅牢性、そしてAIのデータ処理能力を組み合わせるHQCCは、量子
コンピューティングの実用化に向けた最も現実的な経路の一つとして注目されていま
す。HPEは長年HPC市場をリードしており、Quantinuumは世界最高峰のイオン捕捉型量
子コンピューターを有しているため、両社の協業は業界標準を確立する可能性を秘めて
います。

今後の展望

この戦略的提携は、企業が量子コンピューティングの力をHPCとAIの既存インフラに統
合し、現実世界の課題を解決するための実践的なソリューションを提供する大きな一歩
となります。ハイブリッド量子古典ソリューションが成熟するにつれて、医薬品開発の
加速、新素材の発見、金融市場の最適化など、様々な産業分野で画期的な成果が生まれ
ることが期待されます。QuantinuumとHPEの協業は、量子コンピューティングが単な
る研究対象ではなく、企業の競争優位性を高める戦略的ツールとなる未来を加速させる
でしょう。

元記事: https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-announces-strategic-collaboration-

with-hpe-on-quantum-hpc-integration-for-enterprise

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-announces-strategic-collaboration-with-hpe-on-quantum-hpc-integration-for-enterprise
https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-announces-strategic-collaboration-with-hpe-on-quantum-hpc-integration-for-enterprise


#31 ロスアラモス国立研究所などが「Physical Review
X」に発表：量子制御プロトコルで「時間の逆流」現象を
観測、量子系からのエネルギー抽出法へ応用期待

概要

ロスアラモス国立研究所を含む研究チームが「Physical Review X」に発表した研究

で、特定の量子プロセスが「時間の逆流」と整合するように見える量子制御プロトコ
ルを開発しました。この画期的な成果は、基礎物理学を探求する新たな道を開き、量
子システムからエネルギーを抽出する新規な方法につながる可能性があります。この

技術は、測定、フィードバック、および調整された制御場を注意深く組み合わせるこ
とで、量子系の時間の矢印を抑制または反転させることを含みます。

公開日 2026年06月22日  Los Alamos National Laboratory (via Science Blog)  アメリカ



詳細

主要成果

ロスアラモス国立研究所などの研究チームが「Physical Review X」誌に発表した画期的
な研究は、特定の量子プロセスにおいて「時間の逆流」と整合するように見える量子制
御プロトコルを開発しました。この発見は、時間の本質に関する私たちの基本的な仮定
に挑戦するものであり、将来的に量子システムからエネルギーを抽出する全く新しい方
法を開発する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

量子制御プロトコルの開発: 研究チームは、量子状態を非常に精密に操作できる量子
制御技術を開発しました。これには、量子ビットのデリケートな状態を維持しつつ、
特定の外部フィールド（例えば、マイクロ波パルスやレーザー）を適用してその進化
を誘導する能力が不可欠です。

「時間の矢印」の抑制または反転: 開発されたプロトコルは、量子系のエントロピー
が増大するという熱力学の第二法則（時間の矢印として知られる）の一般的な振る舞
いを、局所的かつ一時的に抑制または反転させることができるように設計されていま
す。これは、測定結果に基づいて量子系にフィードバックを与え、適切な制御場を適
用することで実現されます。具体的には、量子ビットのエンタングルメント状態を操
作し、情報が過去に「戻る」ように見える状況を作り出します。

エネルギー抽出への応用可能性: この技術は、量子システムが持つエネルギーを、通
常ではアクセスできない方法で「収穫」する可能性を示唆しています。例えば、量子
ヒートエンジンや量子バッテリーにおいて、効率を向上させたり、これまでの熱力学
的な限界を超える性能を発揮したりする新たな原理の探求につながる可能性がありま
す。

背景・業界文脈

時間の流れは、古典物理学では不可逆なものと理解されてきましたが、量子力学の領域
ではその概念がより複雑になります。今回の研究は、量子情報科学の発展が基礎物理学
の深い問いに光を当てるだけでなく、実用的な技術革新にもつながることを示す好例で
す。量子制御技術は、量子コンピューティング、量子センシング、量子通信の基盤であ
り、その進歩はこれらの分野全体の発展に直結します。ロスアラモス国立研究所は、基
礎科学と応用科学の両方で長年の実績を持つ、米国を代表する研究機関です。



今後の展望

この画期的な成果は、時間の基礎的な性質に関する私たちの理解を深めるだけでなく、
量子技術の新たな応用領域を切り開く可能性を秘めています。特に、量子系からのエネ
ルギー抽出の効率化や、これまでにない高性能な量子デバイスの開発に貢献することが
期待されます。今後は、より複雑な量子系や大規模な量子コンピューターでの応用可能
性を探る研究が進められ、量子熱力学という新しい分野の発展を促すことでしょう。こ
の進展は、研究者、エンジニア、そして投資家にとって、量子科学の未踏領域への探求
と、その実用化の大きな可能性を示しています。

元記事: https://scitechdaily.com/can-time-flow-in-reverse-a-quantum-breakthrough-challenges-our-

assumptions/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/can-time-flow-in-reverse-a-quantum-breakthrough-challenges-our-assumptions/
https://scitechdaily.com/can-time-flow-in-reverse-a-quantum-breakthrough-challenges-our-assumptions/


#32 欧州委員会が量子技術標準化に100万ユーロを拠出、
「Horizon Europe」で相互運用性向上を目指す

概要

欧州委員会は、Horizon Europeを通じて、量子技術標準化のための協調・支援活動
（CSA）に90万〜100万ユーロの資金を提供します。このイニシアチブは、量子コンピ
ューティングのハードウェア・ソフトウェアインターフェース、量子ネットワーキン

グプロトコル、量子暗号標準化に重点を置き、国際標準開発を支援し、量子システム
間の相互運用性を促進することで、欧州の量子技術におけるリーダーシップを強化す
ることを目指します。これにより、欧州の量子技術エコシステムの発展が加速される

でしょう。

公開日 2026年06月24日  fundsforNGOs (European Commission - Horizon Europe)  欧州



詳細

主要成果

欧州委員会は、「Horizon Europe」プログラムを通じて、量子技術標準化のための協
調・支援活動（CSA）に最大100万ユーロ（約1.4億円）の資金を提供します。この資金
提供は、量子技術分野における欧州のリーダーシップを強化し、量子システムの国際的
な相互運用性を促進することを目的としており、量子コンピューティングの商用化と広
範な採用に不可欠な基盤を築くものです。

技術・臨床詳細

協調・支援活動（CSA）の目的: CSAは、直接的な研究開発を行うのではなく、標準
化活動を調整し、支援することを目的としています。これには、関連するステークホ
ルダー（研究者、産業界、政策立案者）をまとめ、共通の理解と合意形成を促進する
役割が含まれます。

主要な標準化対象分野:

量子コンピューティングのハードウェア・ソフトウェアインターフェース: 異なる
量子コンピューターハードウェアとソフトウェアプラットフォーム間での互換性
を確保するための標準化。これにより、開発者は特定のハードウェアに縛られる
ことなくアプリケーションを開発できるようになり、エコシステムの成長が促進
されます。

量子ネットワーキングプロトコル: 量子鍵配送（QKD）や量子インターネットな
ど、量子通信ネットワークの異なる要素間での相互運用性を保証するためのプロ
トコル標準化。

量子暗号標準: ポスト量子暗号（PQC）を含む量子安全な暗号システムの標準化。
これは、将来的な量子コンピューターによる暗号解読の脅威からデータを保護す
るために不可欠です。

資金提供額: 提供される資金は90万ユーロから100万ユーロの間で、標準化に関する
活動（会議の開催、技術レポートの作成、専門家グループの支援など）に充てられま
す。



背景・業界文脈

量子技術は、その潜在的な経済的・戦略的影響力から、世界各国が巨額の投資を行って
いるフロンティア分野です。欧州は、Quantum Flagshipのような大規模プログラムを通
じて、量子技術開発において重要な役割を果たしていますが、その実用化と普及には、
技術間の相互運用性を保証する標準化が不可欠です。適切な標準がない場合、技術の断
片化やベンダーロックインが発生し、市場の成長が阻害される可能性があります。欧州
委員会は、標準化を戦略的な要素と位置づけ、欧州の技術が国際市場で競争力を持つた
めの基盤を整備しようとしています。

今後の展望

この資金提供により、欧州は量子技術の国際標準化においてより積極的な役割を果たす
ことができるようになります。標準の確立は、量子ハードウェアおよびソフトウェアの
開発者、サービスプロバイダー、そしてエンドユーザーにとって、技術採用のリスクを
低減し、イノベーションを加速させます。将来的には、より統一された量子エコシステ
ムが構築され、欧州が量子技術のグローバルリーダーとして、その技術を世界に普及さ
せるための重要なステップとなるでしょう。特に、ポスト量子暗号の標準化は、国際的
なサイバーセキュリティ環境における重要な課題となります。

元記事: https://www2.fundsforngos.org/science/call-for-applications-standards-for-quantum-

technologies/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www2.fundsforngos.org/science/call-for-applications-standards-for-quantum-technologies/
https://www2.fundsforngos.org/science/call-for-applications-standards-for-quantum-technologies/


#33 イェール大学主導のERASEプロジェクト、NSFから
400万ドルの助成金獲得しエラー訂正型量子コンピュータ
ー開発を加速、D-Waveと提携

概要

イェール大学主導の「ERASE（量子優位性のための消去量子ビットと動的回路）」プ

ロジェクトが、米国国立科学財団（NSF）から400万ドルの新たな助成金を獲得し、大
規模なエラー訂正型量子コンピューターの開発を加速させます。このフェーズII資金
は、エラー訂正を簡素化する革新的な「消去フラグ」量子ビットに焦点を当てたハー

ドウェアおよびソフトウェアの初期設計図開発を支援するものです。プロジェクトは
また、D-Wave Quantumとの提携を通じてコネチカット州の量子技術人材の育成にも
貢献することを目指します。

公開日 2026年06月25日  YaleNews  アメリカ



詳細

主要成果

イェール大学が主導するプロジェクト「ERASE（量子優位性のための消去量子ビットと
動的回路）」は、米国国立科学財団（NSF）から400万ドル（約5.6億円）の新たな助成
金を獲得し、大規模かつエラー訂正が可能な量子コンピューターの開発を大幅に加速さ
せます。このフェーズIIの資金提供は、実用的な量子コンピューティングの実現に向け
た重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

「消去フラグ」量子ビットの開発: ERASEプロジェクトの核となるのは、革新的な
「消去フラグ」量子ビットの概念です。従来の量子ビットは、エラーが発生すると訂
正が複雑になるという課題がありましたが、「消去フラグ」量子ビットは、エラーが
発生した際にその情報を明確に「フラグ付け」することで、エラー訂正プロセスを劇
的に簡素化し、効率を高めます。これにより、量子コンピューターのスケーラビリテ
ィと信頼性が向上します。

ハードウェアとソフトウェアの初期設計図: 助成金は、この新しい量子ビットアーキ
テクチャに基づいたハードウェアおよびソフトウェアの初期設計図（ブループリン
ト）の開発を支援します。これには、物理量子ビットの設計、制御回路、および量子
エラー訂正コードの実装に関する詳細な計画が含まれます。

D-Wave Quantumとの提携と人材育成: ERASEプロジェクトは、量子アニーリングの
パイオニアであるD-Wave Quantumとの提携を通じて、コネチカット州の量子技術人
材の育成にも貢献します。この産学連携により、学生や研究者は最先端の量子技術開
発に携わる機会を得て、将来の量子エコシステムを担う専門家を育成します。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融、人工知能といった分野でこ
れまでにない計算能力を提供すると期待されていますが、現在の量子デバイスは、ノイ
ズの影響を受けやすく、エラー訂正が極めて困難であるという課題（NISQ時代）に直
面しています。真に実用的な量子コンピューター、すなわちフォールトトレラント量子
コンピューターを実現するためには、効率的かつスケーラブルなエラー訂正技術が不可
欠です。イェール大学は、超伝導量子ビット研究の最前線にいる機関の一つであり、今
回のNSFからの支援は、米国の量子技術開発戦略における重要性を反映しています。



今後の展望

このフェーズIIの資金提供と「消去フラグ」量子ビットの開発は、エラー訂正型量子コ
ンピューターの実現に向けた重要なブレークスルーとなる可能性を秘めています。より
効率的なエラー訂正メカニズムが確立されれば、より大規模で信頼性の高い量子コンピ
ューターの構築が加速し、量子優位性（quantum advantage）を達成できる実用的なア
プリケーションの開発が早まるでしょう。イェール大学とD-Wave Quantumの提携は、
ハードウェアとソフトウェアの両面から量子コンピューティングの進歩を加速させ、社
会に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://news.yale.edu/2026/06/25/new-vision-quantum-computing-takes-big-step-forward-

new-grant

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.yale.edu/2026/06/25/new-vision-quantum-computing-takes-big-step-forward-new-grant
https://news.yale.edu/2026/06/25/new-vision-quantum-computing-takes-big-step-forward-new-grant


#34 トランプ政権が量子コンピューター科学的ブレークス
ルーを2028年までに達成目標、国防とエネルギー省に配
備計画指示

概要

トランプ政権は、2028年までに科学的に関連性のある量子コンピューターを開発し、

国立研究所またはエネルギー省施設に配備するという目標を設定しました。新たな大
統領令の一環であるこの野心的な戦略は、量子技術における米国のリーダーシップを
確保することを目的としています。このイニシアチブはまた、連邦政府機関に対し、

今後5年間で量子対応型センサーおよびネットワーキング技術を配備する計画を策定す
るよう指示し、国内サプライチェーン、人材育成、国際協力を重視しています。

公開日 2026年06月23日  New India Abroad  アメリカ



詳細

主要成果

トランプ政権は、2028年までに「科学的に関連性のある」量子コンピューターを開発
し、これを国の国立研究所またはエネルギー省の施設に配備するという、極めて野心的
な国家目標を発表しました。この戦略は、量子コンピューティングの進展において、米
国の揺るぎないリーダーシップを確立することを目的としており、新たな大統領令の一
環として指示されました。

技術・臨床詳細

2028年目標の定義: 「科学的に関連性のある量子コンピューター」とは、特定の科学
的問題において古典コンピューターでは現実的な時間で解決できない計算を実行でき
る能力を持つシステムを指します。これは、より大規模で、エラー率が低く、より高
いコヒーレンス時間を実現する量子デバイスの開発を意味します。

配備場所: 開発された量子コンピューターは、米国の国立研究所やエネルギー省の施
設に配備されます。これらの機関は、高度な科学研究と技術開発のハブであり、量子
コンピューターが最も効果的に活用され、さらなるイノベーションを促進するための
理想的な環境を提供します。

量子対応型センサーおよびネットワーキング技術の配備: 大統領令は、連邦政府機関
に対し、今後5年間で量子対応型センサーおよびネットワーキング技術の配備計画を
策定するよう指示しています。これは、高精度な計測、安全な通信、分散型コンピュ
ーティングといった分野で、量子技術の幅広い応用を目指すものです。

戦略的重点分野: このイニシアチブは、国内のサプライチェーンの強化、高度な量子
技術人材の育成、そして国際協力の推進という三つの主要な戦略的重点分野を強調し
ています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融、国防といった分野に革命を
もたらす可能性を秘めたフロンティア技術であり、そのリーダーシップを巡るグローバ
ル競争は激化しています。米国は、中国をはじめとする他国との競争において優位性を
維持するため、国家量子イニシアチブ（NQI）の下、戦略的な投資と政策を推進してき
ました。今回の大統領令は、この取り組みをさらに加速させ、具体的な成果目標を設定
することで、研究開発と実用化の間のギャップを埋めようとするものです。



今後の展望

2028年という具体的な目標設定は、米国の量子コンピューティング研究開発に強力な推
進力をもたらすでしょう。この目標達成は、量子コンピューターが単なる学術的な好奇
心の対象から、国家の戦略的資産へと移行する転換点となる可能性があります。量子対
応型センサーおよびネットワーキング技術の同時展開は、量子エコシステム全体の成長
を促し、多岐にわたる産業分野に新たな機会を創出します。この取り組みは、米国の経
済成長と国家安全保障を強化するだけでなく、世界的な量子技術の発展にも大きな影響
を与えることが期待されます。

元記事: https://www.newindiaabroad.com/news/us-targets-quantum-breakthrough-by-2028

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newindiaabroad.com/news/us-targets-quantum-breakthrough-by-2028


#35 techUKレポート：英国の産業戦略、量子技術に最大
20億ポンドを投資、10億ポンドは大型量子コンピュータ
ー調達に充当

概要

techUKは、英国の産業戦略をレビューし、フロンティア技術の研究開発に約40億ポン

ドの資金が投じられ、そのうち最大20億ポンドが量子技術開発、スキル、施設に充て
られることを強調しました。この20億ポンドのうち、10億ポンドは大規模な量子コン
ピューターの調達に特化されます。この報告書は、イノベーション資金調達と年金資

金の技術投資への解放における進捗を示しており、英国の量子能力向上へのコミット
メントを強化するものです。

公開日 2026年06月23日  WiredGov  イギリス



詳細

主要成果

techUKは、英国の「産業戦略」の進捗状況を評価する中で、フロンティア技術の研究開
発に約40億ポンド（約7,000億円）もの大規模な資金が投じられており、そのうち最大
20億ポンド（約3,500億円）が量子技術の開発、スキル育成、施設整備に充当されるこ
とを明らかにしました。特に注目すべきは、この量子技術予算の半分にあたる10億ポン
ドが、将来の大規模量子コンピューターの調達に割り当てられることです。これは、英
国が量子技術を国家戦略の最重要課題と位置づけ、その実用化を強力に推進しているこ
とを示しています。

技術・臨床詳細

フロンティア技術への投資: 英国政府は、AI、バイオテクノロジー、先進的材料、そ
して量子技術といった、経済成長と国家安全保障に不可欠なフロンティア技術に対
し、戦略的な投資を行っています。これにより、これらの分野での技術革新と国際競
争力の強化を目指しています。

量子技術への集中投資: 量子技術への20億ポンドの投資は、以下の分野に重点を置い
ています。

研究開発: 量子コンピューティング、量子通信、量子センシングなどの基礎研究か
ら応用開発までを支援。

スキル育成: 量子技術を支える高度な専門人材を育成するためのプログラムを強
化。大学院レベルの教育、産業界との連携による研修などを推進。

施設整備: 量子技術の研究と開発を加速させるための最先端の研究施設やテストベ
ッドを構築。

大規模量子コンピューターの調達: 10億ポンドを投じて大規模量子コンピューターを
調達する計画は、量子コンピューターが実用的な問題を解決できる「量子優位性」の
段階に達した際に、英国がその技術を迅速に活用できる体制を整えることを目的とし
ています。これは、国家の計算インフラを強化し、科学研究と産業イノベーションを
加速させるための戦略的な動きです。



背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済成長、そして科学的発見に革命をもたらす可能性を秘
めており、米国、中国、欧州連合などの主要国が巨額の投資を行っています。英国は、
2013年に国家量子技術プログラムを立ち上げて以来、この分野で世界的なリーダーシッ
プを築いてきました。今回の産業戦略における量子技術への大幅なコミットメントは、
ブレグジット後の英国が、ハイテク分野での競争力を維持・強化しようとする明確な意
志を示しています。特に、国家的な量子コンピューター調達計画は、この分野における
長期的なビジョンと実行力を物語っています。

今後の展望

英国のこの大規模な量子技術投資は、国内の量子エコシステムの成長を大きく加速さ
せ、世界的な量子技術競争における英国の地位をさらに強化するでしょう。大規模量子
コンピューターの調達は、医薬品開発、材料科学、金融モデリング、人工知能といった
多岐にわたる産業分野において、これまでにない科学的発見とイノベーションを可能に
する基盤となります。また、スキル育成への投資は、将来の量子経済を支える人材の安
定供給を保証し、英国が量子技術のグローバルハブとしての役割を確立する上で不可欠
です。

元記事: https://www.wired-

gov.net/wg/news.nsf/articles/The+Industrial+Strategy+One+Year+On+23062026123000?open
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#36 Infleqtionが「アメリカの量子宇宙イニシアチブ」を
立ち上げ：Voyager Technologiesらと提携し量子対応宇
宙インフラ開発を加速

概要

Infleqtionは、Voyager Technologies、Monarch Quantum、Armada、コロラド大学ボル

ダー校との協業により、「アメリカの量子宇宙イニシアチブ」を立ち上げました。こ
のイニシアチブは、量子センシング、タイミング、ナビゲーション、通信、コンピュ
ーティングを含む将来の宇宙システム向け量子技術の開発と配備を加速させることを

目的としています。これは、米国商務省からの1億ドルの資金提供案を含む、
Infleqtionの米国の量子リーダーシップ推進に向けた幅広い取り組みを補完するもので
す。この動きは、宇宙分野での量子技術応用に新たな道を開きます。

公開日 2026年06月22日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Infleqtionは、Voyager Technologies、Monarch Quantum、Armada、そしてコロラド大
学ボルダー校といった主要なパートナーとの協力のもと、「アメリカの量子宇宙イニシ
アチブ」を立ち上げました。この画期的なイニシアチブは、量子対応型宇宙インフラの
未来を加速させることを目的とし、宇宙分野における量子技術の応用と商業化を推進し
ます。

技術・臨床詳細

量子技術の宇宙応用: このイニシアチブは、量子技術が宇宙システムにもたらす潜在
的な変革に焦点を当てています。

量子センシング: 宇宙空間での重力、磁場、微小な時間変化などを高精度に計測
し、地球観測、ナビゲーション、科学探査を向上させます。

量子タイミング: 非常に正確な原子時計を宇宙に配備し、GPSや深宇宙通信の精度
を飛躍的に高めます。

量子ナビゲーション: 既存のGPSシステムに依存しない、量子慣性センサーに基づ
くロバストなナビゲーションシステムを開発します。

量子通信: 量子暗号（QKD）を用いた傍受不可能な通信ネットワークを宇宙で実現
し、究極のデータセキュリティを提供します。

量子コンピューティング: 宇宙環境に適応した量子コンピューターの開発を模索
し、オンボードでの高度なデータ処理やAI機能を実現します。

産学官連携の強化: Voyager Technologies、Monarch Quantum、Armadaといった民間
企業と、コロラド大学ボルダー校のような学術機関が連携することで、基礎研究から
技術開発、そして商業展開までの一連のプロセスが加速されます。

連邦政府からの支援: このイニシアチブは、米国商務省から提案されている中性原子
量子コンピューティング技術に対する1億ドルの資金提供とも連携しており、
Infleqtionの広範な米国の量子リーダーシップ推進の取り組みを補完するものです。



背景・業界文脈

宇宙技術と量子技術は、それぞれが21世紀の主要な戦略的フロンティアですが、両者の
融合は計り知れない可能性を秘めています。宇宙空間は、量子ビットのコヒーレンスを
維持しやすい極低温・高真空環境を提供し、地球上では困難な量子実験や通信を実現す
る場となり得ます。米国は、国家安全保障、経済成長、科学的発見の観点から、宇宙と
量子技術の両分野でリーダーシップを確立しようと積極的に投資しています。このイニ
シアチブは、中国やロシアなどの競争相手が宇宙での量子技術開発を進める中、米国の
優位性を確保するための重要な動きとなります。

今後の展望

「アメリカの量子宇宙イニシアチブ」の立ち上げは、宇宙分野における量子技術の応用
を加速させ、将来の宇宙インフラを根本から変革する可能性を秘めています。量子セン
シングによる高精度な地球観測、量子タイミングによる次世代ナビゲーション、量子通
信による絶対的なセキュリティ、そして宇宙空間での量子コンピューティングの実現
は、科学探査、防衛、商業宇宙活動に新たな能力をもたらすでしょう。この取り組み
は、Infleqtionの技術的専門知識と、強力なパートナーシップ、そして政府の支援を組み
合わせることで、米国の宇宙と量子のフロンティアを切り拓く重要な役割を果たすこと
が期待されます。

元記事: https://ir.infleqtion.com/news-events/press-releases/detail/193/infleqtion-launches-americas-

quantum-space-initiative-to-accelerate-the-future-of-quantum-enabled-space-infrastructure
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#37 Quantum X Labs、臨床試験データ分析用
「CliniQuantum」と量子誤り訂正デコーダ統合プログラ
ムを発表

概要

Quantum X Labsは、臨床試験データ分析向け量子アルゴリズム「CliniQuantum」と先

進的な量子誤り訂正（QECC）デコーダ技術を統合した新たな量子コンピューティング
プログラムを発表しました。このプログラムは、複数の量子環境でアルゴリズムを実
行し、デコーダの最適化を通じてスケーラブルでフォールトトレラントな量子アプリ

ケーションの実現を目指します。これにより、実世界における量子計算優位性の実証
が加速され、製薬や医療分野におけるデータ分析の画期的な進歩が期待されます。同
社は今後数ヶ月で広範な実行と検証フェーズを開始し、その実用性をさらに高める計

画です。

公開日 2026年06月18日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

主要成果: 臨床試験データ分析の量子化と誤り訂正の統合

Quantum X Labsは、臨床試験データ分析専用の量子アルゴリズム「CliniQuantum」
と、高度な量子誤り訂正（QECC）デコーダ技術を組み合わせた画期的な統合量子コン
ピューティングプログラムを発表しました。このプログラムは、従来のコンピューティ
ングでは困難な複雑な臨床データセットの分析を、量子計算の能力を用いて加速し、誤
り訂正機能によってその信頼性を大幅に向上させることを目指しています。これによ
り、製薬業界における新薬開発の期間短縮や、個別化医療の実現に向けたデータ解析能
力の飛躍的な向上が期待されます。特に、量子誤り訂正デコーダの統合は、現在のノイ
ズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスの限界を克服し、より大規模で信頼性の高い
量子アプリケーションへの道を開くものとして、業界内で注目されています。

技術・臨床詳細: CliniQuantumとQECCデコーダの相乗効果

CliniQuantumアルゴリズム: この量子アルゴリズムは、大量の臨床試験データから潜
在的なパターン、効果的なバイオマーカー、そして治療に対する患者の反応を予測す
るための新しい手法を提供します。例えば、膨大な遺伝子情報やプロテオミクスデー
タ、さらに患者の生活習慣データといった多種多様な因子間の複雑な相互作用を、古
典的な計算手法よりも効率的かつ高精度で解析する能力を有します。これにより、ド
ラッグリポジショニング（既存薬の新たな用途発見）や、特定の疾患サブタイプに最
適な治療戦略の策定が加速される可能性があります。

量子誤り訂正（QECC）デコーダ: 量子ビットは極めて繊細であり、環境ノイズや操作
ミスによって容易にエラーが発生します。この問題は、量子コンピューティングの信
頼性とスケーラビリティを阻む主要な課題でした。Quantum X Labsが統合したQECC

デコーダは、計算中に発生するこれらの量子エラーをリアルタイムで検出し、効率的
に訂正します。これにより、誤り率の高いNISQデバイス上でも、信頼性の高い計算
結果を得ることが可能となり、フォールトトレラント（耐障害性）な量子コンピュー
ティングシステムへの移行を大きく前進させます。この技術は、将来的な大規模量子
コンピュータの実用化において不可欠な要素です。



複数環境での互換性: この統合プログラムは、超伝導、イオントラップ、中性原子な
ど、複数の主要な量子コンピューティングプラットフォームで動作するように設計さ
れています。この広範な互換性は、特定の量子ハードウェアプロバイダーへの依存を
軽減し、研究者や開発者が最適な環境を選択できる柔軟性を提供します。これによ
り、技術の普及と採用が促進され、量子コンピューティングの利用障壁が低減される
と見られます。

背景・業界文脈: 医療データ解析のパラダイムシフト

医療およびライフサイエンス分野は、ゲノミクス、トランスクリプトミクス、プロテオ
ミクス、メタボロミクスといったオミクスデータの爆発的な増加に加え、ウェアラブル
デバイスや電子カルテからの実世界データ（RWD）の収集により、膨大なデータが生成
されています。これらの複雑なデータセットを効率的かつ正確に解析することは、個別
化医療の推進、創薬プロセスの最適化、疾患の早期診断、治療効果の予測に不可欠で
す。しかし、既存の古典的なスーパーコンピュータでさえ、このような規模と複雑さの
課題に対処するには限界がありました。量子コンピューティングは、これらの計算上の
障壁を打破し、データ駆動型医療研究に新たなパラダイムシフトをもたらす潜在力を持
つ技術として、世界中の研究機関や製薬企業から大きな期待が寄せられています。
Quantum X Labsのこの発表は、その可能性を実用化に近づける具体的な一歩となりま
す。

今後の展望: 実世界での量子優位性の実証と商業化

Quantum X Labsは、今後数ヶ月以内に、この統合プログラムの広範な実行と検証フェ
ーズを開始し、実世界の臨床試験データセットに対してその性能を評価する予定です。
このフェーズでの成功は、量子コンピューティングが単なる理論的な優位性から、実際
に産業応用で価値を生み出す「量子優位性」の達成を示す上で決定的な意味を持ちま
す。この技術が成功すれば、製薬会社は新薬候補のスクリーニングを高速化し、臨床試
験の設計を最適化することで、年間数十億ドルの研究開発コスト削減に貢献できる可能
性があります。また、よりターゲットを絞った治療法を特定し、患者への負担を減らし
ながら効果を最大化する個別化医療の普及にも寄与します。長期的には、このプログラ
ムは、医療分野における量子コンピューティングの商業化を加速させ、新たなサービス
や製品の創出を促す起爆剤となるでしょう。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/06/18/3314183/0/en/quantum-x-labs-
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#38 IQMレポート、量子コンピューティング投資額が
2025年に83億ドルへ急増、先行企業が市場優位性を確立

概要

IQM Quantum Computersが発表した「State of Quantum 2026」レポートは、量子コ

ンピューティング分野が「能力構築の時代」に突入し、早期参入企業が後発企業が追
いつきにくい決定的な優位性を築いていると指摘しました。2025年の量子コンピュー

ティングへの総投資額は前年比約5倍の83億ドルに達し、市場の急速な成長を明確に示
しています。特に、IQMは2021年から2026年第1四半期までの量子コンピューティン
グ契約において主要ベンダーとしてリードしており、オンプレミス型インフラへの強

い需要が浮上しています。この傾向は、企業や政府機関が実用的な量子能力の構築を
加速させている現状を反映しています。

公開日 2026年06月18日  Business Wire (IQM Quantum Computers / The Quantum Insider)  ア
メリカ



詳細

主要成果: 量子コンピューティング市場、2025年に83億ドル投資で「能力構築時
代」へ

IQM Quantum Computersが「 The Quantum Insider」と共同で発表した「 State of

Quantum 2026」レポートによると、量子コンピューティング産業は「能力構築の時
代」に突入しており、2025年にはベンチャーキャピタルを含む総投資額が83億ドルに達
しました。これは前年の約5倍に相当する驚異的な成長率であり、市場が研究段階から
実用的な能力の構築フェーズへと急速に移行していることを示しています。同レポート
は、この初期段階で市場に参入し、技術開発とインフラ構築を進めた企業が、後発企業
が追いつくのが極めて困難なほどの競争優位性を既に確立していると強調しています。

技術・市場詳細: 加速する投資とオンプレミス需要

投資の急増: 2025年の83億ドルという投資額は、量子技術に対する世界的な関心と期
待が如何に高まっているかを如実に示しています。この資金は主に、量子ハードウェ
ア、ソフトウェア、アルゴリズム開発、そして応用研究に投入されており、特にフォ
ールトトレラント量子コンピュータや量子耐性暗号などの次世代技術への投資が活発
化しています。

IQMの市場リーダーシップ: IQM Quantum Computersは、2021年から2026年第1四半
期にかけての量子コンピューティング契約において、主要なベンダーとして市場をリ
ードしています。これは同社が提供する堅牢な量子プロセッサとソリューションが、
企業や研究機関から高い評価を受けていることの証左です。同社は特に、オンプレミ
ス型の量子インフラの需要増に対応しており、顧客が自社のデータセンター内で量子
コンピューティング能力を直接利用したいというニーズが高まっていることを示唆し
ています。

オンプレミス型インフラの重要性: オンプレミス型の量子インフラは、特に機密性の
高いデータを取り扱う政府機関や防衛産業、金融機関において、データの主権とセキ
ュリティを確保する上で非常に重要です。これにより、外部のクラウドサービスに依
存することなく、量子アクセラレーションを活用した独自の計算資源を構築すること
が可能になります。



背景・業界文脈: 量子産業の成熟と競争激化

量子コンピューティングは長らく理論的な研究段階にありましたが、近年、量子ビット
の安定性向上、誤り訂正技術の進展、そして量子アルゴリズムの開発が進むにつれて、
実用化への期待が現実味を帯びてきました。この技術は、創薬、材料科学、金融モデリ
ング、最適化問題、暗号技術など、多岐にわたる分野で古典的コンピューティングの限
界を超える潜在能力を秘めています。主要国政府も、国家安全保障と経済的優位性の観
点から、量子技術開発に巨額の投資を行っており、米国、中国、EU諸国などが激しい競
争を繰り広げています。今回のレポートは、このような世界的な競争の中で、いかに早
期の技術開発と市場参入が重要であるかを浮き彫りにしています。

今後の展望: 優位性維持と新たな機会

初期参入企業が築いた優位性は、知的財産、熟練した人材、確立された顧客基盤、そし
て早期の技術的ブレークスルーによってさらに強化されるでしょう。後発企業は、この
ギャップを埋めるために、より革新的なアプローチやニッチな市場戦略、あるいは戦略
的なパートナーシップやM&Aを模索する必要があると考えられます。今後、量子コン
ピューティングの能力がさらに向上し、ユースケースが明確になるにつれて、投資はさ
らに加速し、新しいビジネスモデルや産業エコシステムが形成されることが予想されま
す。この「能力構築の時代」は、技術革新を追求する企業にとって、大きなチャンスと
同時に、厳しい競争を意味します。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260618639340/en/New-Industry-Study-Finds-

Quantum-Computing-Has-Entered-a-Capability-Era-With-Early-Movers-Building-an-Advantage-Later-

Entrants-Will-Struggle-to-Close

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260618639340/en/New-Industry-Study-Finds-Quantum-Computing-Has-Entered-a-Capability-Era-With-Early-Movers-Building-an-Advantage-Later-Entrants-Will-Struggle-to-Close
https://www.businesswire.com/news/home/20260618639340/en/New-Industry-Study-Finds-Quantum-Computing-Has-Entered-a-Capability-Era-With-Early-Movers-Building-an-Advantage-Later-Entrants-Will-Struggle-to-Close
https://www.businesswire.com/news/home/20260618639340/en/New-Industry-Study-Finds-Quantum-Computing-Has-Entered-a-Capability-Era-With-Early-Movers-Building-an-Advantage-Later-Entrants-Will-Struggle-to-Close


#39 VivaTech 2026パネル、量子産業への年間投資が126
億ドルへ3.6倍増、早期ビジネス価値創出に焦点

概要

VivaTech 2026で録画されたパネルディスカッションでは、量子コンピューティングの
ビジネス価値創出時期に焦点が当てられ、量子産業への年間投資額が過去1年で3.6倍
増の126億ドルに達したことが強調されました。パネリストは、量子技術が研究室段階

から企業応用へと移行しつつある現状を議論し、量子シミュレーションが既に科学研
究やR&D分野で独自の洞察を提供し始めていることを指摘。特に、化学、材料科学、
金融、物流といった産業が初期の変革的ブレークスルーを経験する可能性が高いと示

唆されました。

公開日 2026年06月24日  YouTube (Pasqal)  フランス



詳細

主要成果: 量子産業、年間投資126億ドルへ3.6倍増 – ビジネス価値創出が焦点

2026年6月24日にVivaTech 2026で録画されたパネルディスカッションでは、「量子コン
ピューティングはいつビジネス価値を提供するのか？」という重要な問いに焦点が当て
られました。この議論の中で、量子産業への年間投資額が過去1年間で驚異的な3.6倍に
増加し、総額126億ドルに達したことが明らかになりました。これは、量子技術が研究
室の域を超え、企業における具体的な応用段階へと急速に移行している現状を明確に示
しています。パネリストは、量子シミュレーションが既に科学研究およびR&Dにおい
て、従来の手法では得られなかった独自の洞察を提供し始めていると指摘し、そのビジ
ネス的影響力への期待が高まっています。

技術・市場詳細: 量子シミュレーションの先行と有望産業

量子シミュレーションの現状: パネリストは、量子コンピューティングの中でも特に
量子シミュレーションが、創薬、材料設計、化学反応解析といった分野で先行して実
用価値を生み出していると説明しました。これにより、企業はより効率的な新素材の
開発、触媒の最適化、複雑な分子構造の理解を深めることができ、研究開発のコスト
と時間を削減する効果が期待されます。

投資の加速: 年間126億ドルという投資額は、この分野における技術開発、スタート
アップ企業の成長、そして既存企業による量子戦略へのコミットメントを裏付けてい
ます。この資金は、量子ハードウェアの性能向上、ソフトウェアおよびアルゴリズム
の開発、そして実用的なユースケースの特定と検証に充てられています。

有望産業分野: ディスカッションでは、化学・材料科学、金融（リスクモデリング、
ポートフォリオ最適化）、物流（サプライチェーン最適化）、航空宇宙（新素材開
発、燃焼シミュレーション）などの産業が、量子コンピューティングによる最初の変
革的ブレークスルーを経験する可能性が高いと指摘されました。これらの分野は、膨
大な計算能力と複雑な最適化問題を必要とするため、量子の潜在能力を最大限に引き
出すことが可能です。



背景・業界文脈: 研究から応用への転換点

量子コンピューティングは、その誕生以来、理論的な可能性が強調されてきましたが、
近年、量子ビットの数を増やし、コヒーレンス時間を延長する技術的進歩により、実用
化へのロードマップが具体化してきました。世界中の政府機関や大手テクノロジー企業
（IBM, Google, Microsoft, Amazonなど）が、この分野に多額の投資を行い、競争を加速
させています。VivaTechのような主要な技術イベントでの量子コンピューティングのセ
ッションは、この技術が主流のビジネスアジェンダに組み込まれつつあることを示して
おり、研究開発段階から商業化への重要な転換点に立っていることを浮き彫りにしてい
ます。この移行は、量子技術が経済成長と国家安全保障の新たな柱として認識されてい
る現状を反映しています。

今後の展望: 早期採用企業へのメリットと広がる影響

量子コンピューティングのビジネス価値創出が現実のものとなるにつれて、早期にこの
技術を採用し、戦略的に統合する企業は、競合他社に対して明確な優位性を獲得すると
予想されます。最適化、シミュレーション、機械学習といった分野での量子技術の活用
は、製品開発の加速、運用効率の向上、新たな市場機会の創出に直結します。パネルデ
ィスカッションは、企業が今から量子技術への理解を深め、パイロットプロジェクトを
開始し、量子対応の人材を育成することの重要性を強調しました。今後数年で、量子コ
ンピューティングは特定のニッチな応用から、より広範な産業における不可欠なツール
へと進化し、経済全体に大きな影響を与える可能性を秘めています。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=MxMbCLD3TJY

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=MxMbCLD3TJY


#40 ワシントンD.C.「Quantum USA 2026」開催、米国の
量子リーダーシップと商業化戦略を討議

概要

2026年6月18日、ワシントンD.C.で「Quantum USA 2026」会議が開催され、量子技術
が理論から実世界への展開へ急速に移行している現状が議論されました。会議では、
米国の量子リーダーシップ形成、量子エコシステムの強化、商業化と新たなビジネス

モデル、量子とAIの融合、そして量子時代のサイバーレジリエンスが主要テーマとし
て取り上げられました。政策立案者、研究者、技術リーダー、業界関係者が一堂に会
し、量子技術の未来と国家戦略について深い議論を交わし、実用化に向けた具体的な

方向性が模索されました。

公開日 2026年06月18日  Eventbrite (Forum Global)  アメリカ



詳細

主要成果: 「Quantum USA 2026」で米国の量子リーダーシップと商業化戦略を深
化

2026年6月18日、ワシントンD.C.において開催された「Quantum USA 2026」会議は、
量子技術が理論科学の領域から実世界での応用へと急速に移行している現状を深く掘り
下げました。本会議では、米国の量子技術におけるリーダーシップの確立と維持、国内
の量子エコシステムの強化、そしてこの革新的技術の商業化および新たなビジネスモデ
ルの創出に重点が置かれました。政策立案者、最先端の研究者、業界を牽引する技術リ
ーダー、そして多様な業界関係者が一堂に会し、量子技術の未来を形作るための国家戦
略と具体的なロードマップについて活発な議論が展開されました。

技術・政策詳細: 量子とAIの融合、サイバーレジリエンスへの焦点

量子エコシステムの強化: 会議では、量子技術のイノベーションを加速させるための
研究開発投資、専門人材の育成、そして官民連携の重要性が強調されました。特に、
大学、国立研究所、民間企業間の協力体制を強化し、基礎研究から応用開発、そして
市場導入までの一貫したエコシステムを構築する方策が議論されました。

商業化とビジネスモデル: 量子コンピューティング、量子センシング、量子通信とい
った分野における商業的機会の特定と、それを実現するための新たなビジネスモデル
の探求が主要なテーマとなりました。特に、航空宇宙、防衛、金融、医療などの高価
値産業における初期のユースケース開発に焦点が当てられました。

量子とAIの融合: 量子コンピューティングが人工知能（AI）の進化にどのように貢献
できるか、またAIが量子システムの最適化にどう活用できるかについて、深い議論が
行われました。量子機械学習や量子ニューラルネットワークの可能性が探られ、ハイ
ブリッド型の計算モデルによる相乗効果が期待されています。

サイバーレジリエンス: 将来的に高性能量子コンピュータが現在の暗号技術を解読す
る「量子の脅威」に対処するため、ポスト量子暗号（PQC）への移行戦略が重要なア
ジェンダとなりました。米国の重要インフラや国家安全保障システムを保護するため
の、PQCの標準化、導入期限、および官民協力の枠組みが詳細に議論されました。



背景・業界文脈: 米国の国家戦略と世界的な競争

米国は、量子技術が21世紀の国家安全保障と経済競争力の基盤となると認識し、数年前
から国家量子イニシアチブ（NQI）を通じて大規模な投資と戦略的計画を進めてきまし
た。今回の「Quantum USA 2026」会議は、その取り組みをさらに加速させ、中国や欧
州連合など、量子分野で先行する他国との競争において優位性を確立するための具体的
なステップを検討する場となりました。政策立案者たちは、量子技術の急速な進展がも
たらす機会と同時に、サイバーセキュリティの脅威といったリスクにも対処する必要が
あることを認識しています。今後の展望: 実用化に向けたロードマップの具体化

この会議を通じて、米国の量子技術開発と商業化に向けた具体的なロードマップがさら
に明確化されることが期待されます。政府機関は、研究開発資金の配分、人材育成プロ
グラムの強化、規制環境の整備などを通じて、量子エコシステムの成長を強力に支援し
ていくでしょう。企業や研究機関は、この国家戦略と連携し、実用的な量子ソリューシ
ョンの開発を加速させることで、新たな市場を創造し、米国の技術的優位性を確立する
役割を果たすことが求められます。特に、PQCへの移行は、今後数年間で連邦政府機関
だけでなく、重要インフラを運用する民間企業にも大きな影響を与える重要な課題とな
るでしょう。

元記事: https://forum-europe.com/news/2026/the-future-is-quantum-industry-and-government-

leaders-to-convene-in-washington-d-c

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://forum-europe.com/news/2026/the-future-is-quantum-industry-and-government-leaders-to-convene-in-washington-d-c
https://forum-europe.com/news/2026/the-future-is-quantum-industry-and-government-leaders-to-convene-in-washington-d-c


#41 イベント開催: 量子アニーラーを活用したビジネス向
け最適化ソリューションの現在と未来

概要

量子コンピューティングのビジネス応用機会を探るイベントが開催され、特に量子ア
ニーラーが制約ベースの最適化問題解決において卓越した能力を持つことが強調され
ました。大手製薬会社の量子コンピューティングSMEを務めるロン氏が講演し、ユー

スケース分析、戦略的計画、予算指導、リスク分析の経験に基づき、現在ビジネスで
利用可能な複数の量子コンピューティングユースケースを紹介。このイベントは、企
業が量子技術を現在のビジネス課題にどのように適用できるかについての具体的な指

針を提供し、その潜在的なROIと戦略的価値を浮き彫りにしました。

公開日 2026年06月26日  Eventbrite  アメリカ



詳細

主要成果: 量子アニーラーが制約ベースの最適化問題に実用的価値を提供

「Quantum Computing for Business (Exploring Opportunities Available Today)」と題さ
れたイベントが開催され、量子コンピューティングがビジネス規模の複雑な問題解決に
与える影響について議論されました。特に注目されたのは、量子アニーラーが制約ベー
スの最適化問題解決において優れた能力を発揮するという点です。このイベントでは、
大手製薬会社で量子コンピューティングのSME（Subject Matter Expert）を務めるロン
氏が登壇し、自身の広範な経験に基づき、現在ビジネスで活用可能な複数の量子コンピ
ューティングユースケースを具体的に紹介しました。これは、量子技術が理論的な探求
段階から、産業界で具体的な成果を生み出す実用化フェーズへと移行していることを明
確に示しています。

技術・応用詳細: 量子アニーラーの機能とビジネスユースケース

量子アニーラーの特性: 量子アニーラーは、特定の種類の最適化問題、特に多数の変
数が複雑な制約を持つ「組合せ最適化問題」を解決するために設計された量子デバイ
スです。巡回セールスマン問題、サプライチェーン最適化、ポートフォリオ最適化、
薬剤分子の構造最適化など、古典的コンピューティングでは膨大な計算時間を要する
問題に対し、量子力学的な原理を利用してより迅速に、またはより優れた解を見つけ
出す可能性を秘めています。

具体的なビジネスユースケース: 講演者のロン氏は、自身の製薬業界での経験から、
以下のような具体的な応用例を紹介しました。

創薬と材料科学: 新規薬剤候補の分子構造の最適化、反応経路の特定、材料特性の
シミュレーションと探索。これにより、研究開発の効率が向上し、市場投入まで
の期間が短縮されます。

サプライチェーン最適化: 在庫管理、輸送ルートの最適化、生産スケジューリング
など、複雑な物流ネットワークにおけるコスト削減と効率向上。

金融サービス: ポートフォリオのリスク最適化、高頻度取引戦略の改善、不正検出
モデルの強化。

その他: ロボットの経路計画、交通流管理、エネルギーグリッド最適化など。



SMEの役割: ロン氏のようなSMEは、企業内で量子コンピューティングのユースケー
ス分析、戦略的計画策定、予算指導、リスク分析を行うことで、量子技術の導入と実
用化を推進する上で不可欠な役割を担っています。

背景・業界文脈: 量子技術の成熟と課題

量子コンピューティングは、汎用的な「ゲート型量子コンピュータ」と、特定の問題に
特化した「量子アニーラー」に大別されます。D-Waveシステムズなどに代表される量
子アニーラーは、特定の最適化問題において、現在の古典的コンピュータを凌駕する性
能を発揮する可能性が早くから指摘されていました。しかし、その実用性には、問題の
スケーラビリティ、量子ハードウェアのアクセス性、そして専門知識の不足といった課
題も伴います。このイベントは、そうした課題を認識しつつ、現在利用可能な技術を用
いてどのようにビジネス価値を創出できるかに焦点を当てた点で重要です。多くの企業
が、競争優位性を確保するために、量子技術の戦略的評価を始めています。今後の展望:

量子最適化の広がりとROIの実現

量子アニーラーを活用した最適化ソリューションは、今後、製造業、物流業、金融業な
ど、多様な産業分野でさらに広く採用されると予想されます。企業が量子コンピューテ
ィングへの投資を検討する際、具体的なユースケースの特定と、それに対する明確な
ROI（投資収益率）の評価が不可欠です。本イベントは、そのための実践的な情報を提
供し、企業が量子技術を試行し、早期にそのメリットを享受するための指針を与えるも
のです。将来的に量子アニーラーの能力が向上し、より大規模で複雑な問題に対応でき
るようになれば、その経済的影響はさらに増大し、多くの業界で業務プロセスの根本的
な変革をもたらすでしょう。

元記事: https://www.eventbrite.com/e/quantum-computing-for-business-exploring-opportunities-

available-today-tickets-1988137726459
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#42 Atom Computing、Third Point Ventures主導で1億
ドルのシリーズC調達に加え、米商務省から1億ドルの意
向書を獲得

概要

2026年6月18日付のVCファンディングトップ10の概要で、Atom ComputingがThird

Point Ventures主導による1億ドルのシリーズC資金調達を完了したことが報じられまし
た。さらに同社は、実用規模の量子コンピュータ開発を加速させる官民パートナーシ
ップの一環として、米国商務省から追加で1億ドルの資金提供意向書も受領していま

す。この合計2億ドルの資金調達は、戦略的競争の中心にある量子コンピューティング
技術における計算優位性獲得競争を加速させるものとして注目されています。

公開日 2026年06月20日  YouTube (AgentShows)  アメリカ



詳細

主要成果: Atom Computing、シリーズCで1億ドル、さらに米商務省から1億ドル
の意向書を獲得

2026年6月18日のVCファンディングトップ10の概要レポートによると、量子コンピュー
ティングのリーディングカンパニーであるAtom Computingが、Third Point Venturesが
主導するシリーズC資金調達ラウンドで1億ドルの資金調達に成功しました。この大規模
な資金調達に加え、同社は米国商務省から追加で1億ドルの資金提供意向書（LOI）も受
領しています。この官民からの合計2億ドルの資金は、実用規模の量子コンピュータの
開発を加速させることを目的としており、世界的な計算優位性獲得競争においてAtom

Computingを戦略的に有利な位置に置くものとして大きな注目を集めています。

資金調達と技術詳細: イオン原子量子コンピュータへの投資

シリーズC資金調達: Third Point Venturesのような著名なベンチャーキャピタルが主
導する1億ドルのシリーズCラウンドは、Atom Computingの技術的進歩と商業化への
強い期待を示しています。シリーズC段階は通常、市場拡大や製品開発の加速を目指
す企業に提供されるものであり、同社の技術が成熟段階に入っていることを示唆して
います。

米国商務省からの意向書: 米国商務省からの1億ドルの資金提供意向書は、実用規模
の量子コンピュータ開発を目的とした官民パートナーシップの一環です。これは、米
国政府が量子技術を国家安全保障と経済競争力の要として位置付けていることを明確
に示しており、Atom Computingの技術が国の戦略的目標に合致していることを意味
します。この種の政府支援は、通常、厳格な技術評価と将来性予測に基づいて行われ
ます。

Atom Computingの技術: Atom Computingは、中性原子を基盤とする量子コンピュ
ーティングプラットフォームの開発で知られています。中性原子は、量子ビットの数
を大規模にスケーリングできる可能性と、比較的長いコヒーレンス時間（量子情報が
維持される時間）を持つという利点があります。この資金は、量子ビット数の増加、
誤り訂正技術の改善、およびアルゴリズム開発に充てられ、より強力で信頼性の高い
量子プロセッサの開発が加速されると見られます。



背景・業界文脈: 量子ハードウェア競争の激化

量子コンピューティング分野では、IBM、Google、IonQなど、様々な企業が異なる物理
的な量子ビット方式（超伝導、イオントラップ、中性原子など）で競争しています。実
用的な量子優位性を達成するためには、量子ビット数の大幅な増加、誤り率の低減、そ
してコヒーレンス時間の延長が不可欠です。各社は、これらの課題を克服するために巨
額の投資を行い、技術革新を進めています。特に、米国政府は、中国の量子技術への投
資拡大に対抗するため、国内の量子エコシステムを強力に支援しており、今回のAtom

Computingへの資金提供はその一環として位置付けられます。今後の展望: 計算優位性
への道と戦略的影響

今回の資金調達は、Atom Computingが実用的な計算優位性を達成するためのロードマ
ップを加速させる上で極めて重要です。大規模かつフォールトトレラントな量子コンピ
ュータの実現は、創薬、材料科学、金融モデリング、人工知能など、多岐にわたる産業
分野に革命をもたらす潜在力を持っています。米国政府からの支援は、同社が国家戦略
に不可欠な技術開発を進める上で、安定した基盤を提供します。この動きは、グローバ
ルな量子技術競争における米国の地位を強化し、将来の技術覇権をめぐる戦略的競争に
大きな影響を与えることでしょう。投資家にとっては、量子コンピューティングが持つ
長期的な成長性と、国家戦略に組み込まれることによる安定性の両面で、魅力的な投資
機会が継続すると考えられます。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=Xr6ytIRPgHo
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